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良
抗
日
民
族
統
一

戦
線
の
形
成
と
そ
の
特
徴

中
国
人
民
大
学
編
『
教
学
与
研
究
』
一
九
八
一
年
第
一

〔
解
説
〕
こ
こ
に
資
料
と
し
て
訳
出
し
た
の
は
、
中
国
人
民
大
学
《
教
学

与
研
究
》
編
輯
委
員
会
・
編
輯
部
編
『
教
学
与
研
究
』
一
九
八
一
年
第

一
・
ニ
期
所
収
の
李
良
志
「
抗
日
民
族
統
一
戦
線
的
形
成
及
其
特
点
」

（
正
・
続
）
の
全
文
で
あ
る
。

こ
こ
数
年
来
、
中
国
の
歴
史
学
界
に
は
、
ま
ぎ
れ
も
な
く
新
し
い
動
き

が
生
ま
れ
て
き
て
い
る
。
史
料
の
発
掘
・
整
理
・
公
開
、
新
た
な
事
実
の

紹
介
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
の
思
い
切
っ
た
歴
史
評
価
の
提
示
等
が
そ
れ

で
あ
る
。
本
論
文
も
そ
う
し
た
中
国
歴
史
学
界
の
新
た
な
息
吹
き
を
伝
え

て
く
れ
る
も
の
の
一
っ
と
い
え
よ
う
。
と
り
わ
け
、
抗
日
民
族
統
一
戦
線

史
研
究
ー
ー
そ
れ
は
、
日
本
帝
国
主
義
の
中
国
侵
略
と
そ
の
敗
北
の
研
究

抗
日
民
族
統
一
戦
線
の
形
成
と
そ
の
特
徴
（
池
田
）

李

◇

資

料

◇

志

池

田

六
四
五

（
九
九
）

誠

監

訳

・
ニ
期
所
収

中

国

現

代

史

研

究

会

と
い
う
意
味
で
日
本
近
現
代
史
研
究
の
重
要
な
一
現
で
も
あ
る
ー
に
と

っ
て
は
、
注
目
す
べ
き
内
容
を
少
な
か
ら
ず
含
ん
で
お
り
、
日
本
に
お
け

る
中
国
近
現
代
史
研
究
に
も
、
大
き
な
刺
激
を
与
え
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

た
と
え
ば
、
九
・
一
八
（
満
州
事
変
）
時
点
で
の
抗
日
民
族
統
一
戦
線
結

成
提
起
の
可
能
性
の
指
摘
、
八
・
一
宜
言
に
対
す
る
新
し
い
評
価
、
「
請

賭
抗
日
」
方
針
の
存
在
、
西
安
事
変
に
お
け
る
中
共
の
対
応
に
つ
い
て
の

新
た
な
事
実
の
紹
介
等
、
本
論
文
に
は
興
味
を
引
く
箇
所
が
随
所
に
あ
る
。

な
か
で
も
と
く
に
注
目
す
べ
き
点
は
、
次
の
三
点
で
あ
ろ
う
。

①
瓦
密
堡
会
議
(
-
九
三
五
年
十
二
月
）
以
降
の
、
中
共
の
工
作
の

中
心
を
「
上
か
ら
の
統
一
戦
線
」
〔
上
層
統
一
戦
線
〕
と
位
置
づ
け
、
そ
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館
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学

の
具
体
的
事
実
を
詳
細
に
明
ら
か
に
し
て
い
る
こ
と
。
こ
の
点
に
つ
い
て

は
、
呂
振
羽
「
南
京
談
判
的
始
末
」
（
『
新
華
月
報
（
文
献
版
）
』
八

0
年

十
月
）
を
あ
わ
せ
一
読
さ
れ
た
い
。

②
中
国
国
民
党
三
中
全
会
（
三
七
年
二
月
）
か
ら
、
抗
日
民
族
統
一

戦
線
の
成
立
す
る
九
月
ま
で
の
、
国
共
合
作
を
め
ぐ
る
国
共
交
渉
の
事
実

経
過
、
問
題
の
所
在
、
双
方
の
対
応
に
つ
い
て
詳
述
し
て
い
る
こ
と
。

⑱
抗
日
民
族
統
一
戦
線
成
立
後
の
、
そ
の
組
織
形
態
と
共
同
網
領
を

め
ぐ
っ
て
の
国
共
問
の
交
渉
に
つ
い
て
、
一
定
の
紹
介
を
行
な
っ
て
い
る

こ
と
。な

お
、
中
共
の
抗
日
民
族
統
一
戦
線
政
策
の
形
成
お
よ
び
抗
日
民
族
統

一
戦
線
の
形
成
に
つ
い
て
、
本
論
文
の
基
本
的
認
識
を
整
理
す
る
と
左
の

よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

伺
九
・
一
八
（
満
州
事
変
）

の
樹
立
を
提
起
す
る
こ
と
は
、

（
三
一
・
九
）
ー
ー
抗
日
民
族
統
一
戦
線

「
必
要
」
か
つ
「
可
能
」
で
あ
っ
た
。

⑯
「
共
同
抗
日
三
条
件
」
(
-
=
-
―
―
-
•
一
）
ー
~
「
民
族
革
命
戦
争
」
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
比
べ
て
「
非
常
に
進
歩
し
た
」
。

伺
「
中
国
人
民
対
日
作
戦
的
基
本
綱
領
」
（
三
四
•
四
）
ー
ー
l

中
共
の

「
統
一
戦
線
思
想
の
新
た
な
発
展
」
を
示
す
。

⑱
「
八
・
一
宜
言
」
（
三
五
・
八
）
ー
「
党
の
抗
日
民
族
統
一
戦
線

の
戦
術
路
線
の
基
本
的
な
形
成
」
を
示
す
。

一
九
八
二
年
五
・
六
号

向
「
瓦
密
堡
会
議
」

（
三
五
・
―
―
―
)
|
_
「
全
党
的
範
囲
で
、
抗
日

民
族
統
一
戦
線
の
戦
術
路
線
を
確
立
し
た
」
。

①
「
国
民
党
三
中
全
会
」

基
本
的
に
形
成
さ
れ
た
」
。

（
三
七

⑥
中
共
の
「
国
共
合
作
宣
言
」
の
公
表
と
「
蒋
介
石
の
談
話
」

・
九
）
＇
ー
~
抗
日
民
族
統
一
戦
線
が
「
正
式
に
成
立
し
た
」
。

本
論
文
で
は
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
や
ソ
連
の
対
中
国
政
策
お
よ
び
そ
れ
に

対
す
る
中
共
側
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
正
面
切
っ
た
分
析
を
行

な
っ
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
楊
奎
松

「
中
国
共
産
党
抗
日
民
族
統
一
戦
線
政
策
的
形
成
与
共
産
国
際
」
（
『
近
代

史
研
究
』
八
二
年
第
四
期
）
が
大
い
に
参
考
に
な
ろ
う
。

本
論
文
の
笙
者
李
良
志
氏
は
、
一
九
二
八
年
、
湖
南
省
の
生
れ
、
武
漢

大
学
出
身
、
現
在
は
中
国
人
民
大
学
党
史
系
助
教
授
で
あ
る
。
最
近
の
主

要
な
論
文
と
し
て
は
、
「
学
習
方
志
敏
烈
士
高
尚
的
共
産
主
義
精
神
」

（
『
北
京
師
範
学
院
学
報
』
七
五
年
第
三
期
）
、
「
劉
少
奇
同
志
白
区
工
作

的
業
績
永
放
光
芭
」
（
『
光
明
日
報
』
八

0
年
五
月
二
十
日
、
王
洪
氏
と
共

同
執
筆
）
、
「
抗
日
戦
争
勝
利
的
偉
大
意
義
」
（
北
京
市
社
会
科
学
聯
合
会

『
通
訊
』
八
二
年
第
九
期
）
等
が
あ
り
、
現
在
は
、
中
国
社
会
科
学
院
が

中
心
に
な
っ
て
進
め
て
い
る
『
中
国
新
民
主
主
義
革
命
史
（
多
巻
本
）
』
の

編
著
の
作
業
に
参
加
さ
れ
て
い
る
。

（
三
七
・
ニ
）
ー
「
第
二
次
国
共
合
作
が

ハ
四
六

(100)



な
お
李
氏
は
、
本
論
文
を
い
っ
そ
う
精
密
化
さ
れ
た
も
の
（
分
並
に
し

て
、
約
一
万
華
字
増
）
を
、
雑
誌
『
歴
史
研
究
』
編
輯
部
編
『
中
共
党
史

論
文
集
』
（
仮
題
）
の
中
の
一
篇
と
し
て
近
く
発
表
さ
れ
る
予
定
で
あ
る

が
、
そ
の
基
本
的
観
点
と
内
容
は
、
本
論
文
の
な
か
に
ほ
ぼ
含
ま
れ
て
い

る
、
と
の
こ
と
で
あ
る
。

翻
訳
に
際
し
て
は
、
筆
者
の
李
良
志
氏
と
『
教
学
与
研
究
』
編
輯
部
の

孫
鉄
林
氏
の
諒
解
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
李
氏
か
ら
は
、
私
た
ち

の
提
出
し
た
い
く
つ
か
の
質
問
に
対
し
て
、
懇
切
な
回
答
を
頂
く
こ
と
が

で
き
た
。
こ
こ
に
お
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
訳
文
、

訳
注
、
解
説
等
に
関
す
る
一
切
の
責
任
は
、
訳
者
の
負
う
べ
き
も
の
で
あ

る
こ
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
い
。

I

文
中
の
（
）
内
は
原
文
、
〔
〕
内
は
訳
者
の
付
記
、

0
内
の

数
字
は
原
注
、
（
）
内
の
数
字
は
訳
注
の
番
号
を
示
す

目

次

抗
日
民
族
統
一
戦
線
の
提
起

抗
日
民
族
統
一
戦
線
工
作
の
活
発
な
展
開

抗
日
民
族
統
一
戦
線
の
形
成

抗
日
民
族
統
一
戦
線
の
特
徴

1

広
範
な
民
族
性
、
は
な
は
だ
し
く
大
き
な
不
均
衡
性

政
権
を
持
ち
、
軍
隊
を
持
つ
合
作

2
 抗

日
民
族
統
一
戦
線
の
形
成
と
そ
の
特
徴
（
池
田
）

ハ
四
七

(

1

0

1

)

3

-
―
一
年
の
合
作
お
よ
び
十
年
の
分
裂
と
戦
争
を
経
て
の

再
度
の
合
作

4

統
一
戦
線
の
組
織
形
態
と
共
同
網
領
の
な
い
合
作

有
利
な
国
際
的
環
境

抗
日
民
族
統
一
戦
線
の
提
起

九
・
一
八
事
変
は
、
日
本
帝
国
主
義
が
大
規
模
に
中
国
に
侵
入
す
る
始

ま
り
で
あ
っ
た
。
こ
の
事
変
は
、
国
内
の
階
級
関
係
を
大
き
く
変
化
さ
せ
、

民
族
矛
盾
は
一
歩
一
歩
主
要
矛
盾
へ
と
上
昇
し
て
い
っ
た
。
国
際
的
に
は
、

英
、
米
帝
国
主
義
と
日
本
帝
国
主
義
の
間
の
矛
盾
を
深
め
さ
せ
た
。
新
た

な
情
勢
に
適
応
し
て
、
党
〔
中
国
共
産
党
、
以
下
同
じ
。
ー
訳
者
〕
が
抗

日
民
族
統
一
戦
線
の
樹
立
を
提
起
す
る
こ
と
は
、
必
要
で
あ
っ
た
だ
け
で

な
く
可
能
で
も
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
当
時
の
党
は
、
ち
ょ
う
ど
第

(
1
)
 

三
次
左
爽
日
和
見
主
義
路
線
が
支
配
し
て
い
た
時
期
に
あ
た
り
、
指
令
に

よ
り
実
行
し
て
い
た
の
は
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
下
か
ら
の
統
一
戦
線
〔
下

恩
統
一
戦
線
〕
戦
術
で
あ
っ
て
、
勤
労
人
民
に
連
合
抗
日
を
呼
び
か
け
る

に
と
ど
ま
り
、
プ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
お
よ
び
そ
の
他
の
中
問
勢
力
の
抗
日
要

求
に
つ
い
て
は
、
お
し
な
べ
て
懐
疑
的
な
態
度
を
と
っ
て
い
た
。

(
2
)
 

九
•
一
八
事
変
お
よ
び
一
・
ニ
八
事
変
の
時
、
党
は
「
民
族
革
命
戦
争

①
 

に
よ
っ
て
日
本
帝
国
主
義
を
中
国
か
ら
駆
逐
せ
よ
」
と
い
う
統
一
戦
線
の

5
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館
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学

ス
ロ
ー
ガ
ン
を
提
起
し
た
が
、
「
民
族
革
命
戦
争
」
の
実
際
上
の
内
容
は
、

「
労
働
者
は
ス
ト
ラ
イ
キ
、
農
民
は
騒
擾
、
学
生
は
授
業
放
棄
、
貧
民
は

②
 

職
場
放
棄
、
兵
士
は
反
乱
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
国
民
党
、

蒋
介
石
を
含
ま
ず
、
ま
た
地
主
、
プ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
を
含
む
も
の
で
は
な

か
っ
た
。
馬
占
山
、
李
杜
等
は
東
北
に
お
い
て
抗
戦
し
て
い
た
が
、
我
々

③
 

は
、
か
れ
ら
を
「
帝
国
主
義
の
最
も
狡
猾
な
ス
パ
イ
」
と
の
の
し
っ
た
。

察
廷
錯
、
蒋
光
湘
等
は
上
海
に
お
い
て
抗
戦
し
て
い
た
が
、
我
々
は
、
か

④
 

れ
ら
を
「
狡
猾
さ
は
蒋
介
石
に
も
劣
ら
な
い
」
と
の
の
し
り
、
一
九
路
軍

に
お
い
て
将
校
を
排
斥
し
て
兵
士
の
み
を
我
々
の
側
に
獲
得
す
る
運
動
を

行
な
っ
た
。

一
九
三
一
＿
一
年
初
頭
、
日
本
帝
国
主
義
は
、
華
北
侵
略
を
開
始
し
た
。
著

名
な
愛
国
将
軍
潟
玉
祥
、
方
振
武
、
吉
鴻
昌
、
王
以
哲
等
は
、
部
隊
を
率

い
て
英
雄
的
な
長
城
抗
戦
を
行
な
っ
た
。
蒋
介
石
は
、
「
外
敵
を
打
つ
に

は
、
ま
ず
国
内
を
治
め
る
」
（
攘
外
必
先
安
内
）
と
い
う
反
動
的
な
ス
ロ
ー

ガ
ン
の
も
と
で
、
長
城
抗
戦
を
破
壊
す
る
一
方
、
ソ
ビ
エ
ト
区
に
対
す
る

第
五
次
「
包
囲
討
伐
」
の
た
め
の
部
隊
を
積
極
的
に
配
置
し
た
。
こ
の
頃
、

コ
ミ
ン
テ
ル
ン
は
、
〔
対
日
作
戦
協
定
を
締
結
し
て
〕
連
合
抗
日
を
行
な

⑤
 

う
た
め
の
「
三
条
件
」
を
送
っ
て
来
た
。
三
三
年
一
月
十
七
日
、
中
華
ソ

ビ
エ
ト
〔
共
和
国
〕
臨
時
中
央
政
府
と
労
農
紅
軍
革
命
軍
事
委
員
会
は
、

「
日
本
帝
国
主
義
の
華
北
侵
略
に
反
対
す
る
た
め
に
、
三
条
件
の
も
と
全

一
九
八
二
年
五
・
六
号

国
の
各
軍
隊
と
共
同
抗
日
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
宜
言
」
を
発
表
し
た
。

こ
の
文
書
は
、
統
一
戦
線
の
対
象
を
「
三
条
件
」
に
同
意
す
る
す
べ
て
の

軍
隊
を
含
む
と
拡
大
し
た
が
、
こ
の
こ
と
は
、
「
民
族
革
命
戦
争
」
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
と
比
較
し
て
大
き
な
進
歩
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
党
は
、

当
時
「
三
条
件
」
の
提
起
を
―
つ
の
戦
術
と
し
て
し
か
位
置
づ
け
て
い
な

か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
「
三
条
件
」
を
提
起
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

蒋
介
石
が
我
々
を
「
抗
日
の
後
方
を
攪
乱
し
て
い
る
」
と
誹
謗
し
て
い
る

こ
と
、
お
よ
び
、
そ
の
他
の
軍
閥
勢
力
が
「
団
結
抗
日
」
を
高
唱
し
て
い

る
こ
と
の
本
質
を
暴
露
す
る
の
が
、
目
的
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
当
時
、
党

は
、
い
か
な
る
国
民
党
の
軍
隊
も
「
三
条
件
」
の
も
と
で
紅
軍
と
合
作
抗
日

を
行
な
う
こ
と
は
あ
り
え
な
い
と
断
言
し
て
い
た
。
こ
の
た
め
に
、
潟
玉

チ

ャ

＾

ル

(
3
)

祥
、
吉
鴻
昌
等
が
察
陪
爾
で
抗
日
同
盟
軍
を
組
織
し
、
紅
軍
と
の
合
作
を

求
め
て
き
た
時
、
我
々
は
か
れ
ら
の
行
動
に
対
し
て
懐
疑
的
で
あ
る
こ
と

を
表
明
し
、
張
慕
陶
等
を
派
遣
し
て
、
当
地
に
お
い
て
極
左
政
策
を
大
々

(
4
)
 

的
に
進
め
た
。
1

―
―
―
―
一
年
冬
、
察
廷
錯
、
李
済
深
ら
は
福
建
事
変
を
お
こ
し
、

反
蒋
抗
日
を
宜
言
し
、
我
々
に
対
し
て
す
す
ん
で
合
作
を
求
め
て
き
た
。

我
々
は
、
か
れ
ら
と
「
反
日
反
照
の
初
歩
協
定
」
を
締
結
し
た
が
、
実
際

上
は
、
か
れ
ら
を
「
最
も
危
険
な
敵
」
と
見
な
し
、
か
れ
ら
の
行
な
っ
て

⑥
 

い
る
こ
と
す
べ
て
が
「
空
疎
に
革
命
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
叫
び
」
、
「
新
た
な

⑦
 

方
法
で
民
衆
を
欺
蒔
す
る
」
も
の
に
す
ぎ
な
い
と
見
な
し
た
。
蒋
介
石
が

六
四
八

(
1
0二）



大
挙
し
て
福
建
人
民
政
府
を
攻
撃
し
た
時
、
我
々
は
、
座
視
し
て
か
れ
ら

を
救
わ
な
か
っ
た
だ
け
で
な
く
、
「
銃
声
を
聞
い
た
と
た
ん
」
す
ぐ
さ
ま

⑧
 

「
あ
わ
て
ふ
た
め
い
て
逃
走
し
た
」
等
と
か
れ
ら
を
お
お
い
に
の
の
し
っ

こ。t
 三四
年
四
月
二
十
日
、
党
は
、
「
中
国
民
族
武
装
自
衛
委
員
会
準
備

(
5
)
 

会
」
の
名
称
で
「
中
国
人
民
対
日
作
戦
の
基
本
網
領
」
を
発
表
し
、
有
名

⑨
 

な
六
大
網
領
を
提
起
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
党
は
、
労
働
者
・
農
民
・
軍

人
・
学
生
お
よ
び
実
業
界
の
大
連
合
と
、
全
武
装
勢
力
の
大
連
合
を
呼
び

か
け
、
す
べ
て
の
帝
国
主
義
を
打
倒
せ
よ
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
放
棄
し

た
。
こ
の
こ
と
は
、
党
の
統
一
戦
線
思
想
の
新
た
な
発
展
を
示
し
て
い
る
。

(
6
)
 

＿
―
-
五
年
一
月
、
党
の
遵
義
会
議
に
お
い
て
王
明
左
粟
日
和
見
主
義
路
線

を
批
判
し
、
軍
事
路
線
お
よ
び
組
織
路
線
上
の
問
題
を
解
決
し
た
が
、
政

治
路
線
の
問
題
は
解
決
し
な
か
っ
た
。
当
時
戦
闘
が
頻
繁
に
行
な
わ
れ
、

情
報
か
ら
隔
絶
さ
れ
て
い
た
た
め
、
党
は
、
全
体
と
し
て
思
想
上
な
お
極

左
的
な
考
え
方
に
束
縛
さ
れ
て
い
て
、
正
確
な
統
一
戦
線
戦
術
を
確
定
し

よ
う
と
し
て
も
、
そ
の
た
め
の
各
方
面
の
条
件
が
ま
だ
備
わ
っ
て
い
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

(
7
)
 

―
―
―
五
年
五
月
、
ま
た
も
日
本
帝
国
主
義
が
華
北
事
変
を
引
き
起
こ
し
た

こ
と
に
よ
り
、
民
族
的
危
機
は
、
さ
ら
に
一
歩
深
化
し
た
。
八
月
一
日
、

党
は
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
援
助
の
も
と
、
党
中
央
と
ソ
ビ
エ
ト
中
央
政
府

抗
日
民
族
統
一
戦
線
の
形
成
と
そ
の
特
徴
（
池
田
）

以
前
、

六
四
九

の
名
義
で
「
抗
日
救
国
の
た
め
に
全
同
胞
に
告
げ
る
書
」
を
発
表
し
た
。

(
8
)
 

「
八
・
一
宜
言
」
は
党
の
抗
日
民
族
統
一
戦
線
を
比
較
的
ま
と
ま
っ
た

形
で
定
め
た
。
そ
れ
は
、
以
前
の
統
一
戦
線
の
主
張
と
比
ぺ
て
次
の
よ
う

な
多
く
の
特
徴
を
持
っ
て
い
た
。
宜
言
は
、
そ
れ
ま
で
の
下
か
ら
の
統
一

戦
線
に
と
ら
わ
れ
ず
、
各
党
・
各
派
・
各
業
・
各
界
・
各
民
族
の
連
合
に

ま
で
拡
大
し
、
地
主
、
プ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
お
よ
び
す
べ
て
の
軍
隊
を
統
一

戦
線
の
中
に
含
ん
で
い
た
。
宜
言
は
、
「
統
一
さ
れ
た
国
防
政
府
」
と

「
統
一
さ
れ
た
抗
日
連
軍
」
の
結
成
を
主
張
し
、
さ
ら
に
よ
り
実
効
の
あ

る
合
作
を
要
求
し
た
。
宣
言
は
、
ま
だ
蒋
介
石
を
統
一
戦
線
の
中
に
含
め

て
い
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
各
党
・
各
派
が
そ
れ
ま
で
の
既
成
観
念
を
す

て
「
兄
弟
賭
に
闘
げ
ど
も
、
外
そ
の
侮
り
を
禦
ぐ
」
と
い
う
精
神
を
も
っ

て
抗
日
救
国
の
神
型
な
事
業
の
た
め
奮
闘
す
る
こ
と
を
呼
び
か
け
て
い
た
。

宣
言
が
提
起
し
た
抗
日
救
国
十
大
網
領
は
、
三
四
年
に
提
起
さ
れ
た
六
大

網
領
と
比
べ
て
さ
ら
に
整
っ
た
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
宜
言
の
発
表
は
、

も
は
や
戦
術
上
の
方
便
か
ら
出
た
も
の
で
は
な
く
、
こ
れ
を
実
践
に
う
つ

す
こ
と
を
誠
実
に
求
め
た
も
の
で
あ
っ
た
。
「
八
・
一
宜
言
」
の
発
表
は
、

党
の
抗
日
民
族
統
一
戦
線
の
戦
術
路
線
の
基
本
的
な
形
成
を
示
す
も
の
で

あ
る
。

「
八
・
一
宜
言
」
を
評
価
す
る
に
際
し
、
ブ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト

の
指
導
権
が
提
起
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
お
よ
び
階
級
分
析
が
欠
落
し
て

(101
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立
命
館
法
学

な
い
で
い
る
と
述
べ
て
い
た
こ
と
、

「
井
岡
山
の
闘
争
」
の
な
か
で
、
富

一
九
八
二
年
五
・
六
号

(
9
)
 

い
る
こ
と
を
批
判
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
点
は
、
こ
の
文
書
そ

の
も
の
の
問
題
で
は
な
い
。
も
し
宣
言
の
中
に
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の

指
導
権
と
い
う
こ
と
を
書
き
こ
み
、
〔
政
治
的
態
度
に
お
け
る
〕
左
．

中
・
右
と
い
っ
た
区
分
を
し
た
な
ら
ば
、
そ
れ
は
全
く
不
適
切
な
こ
と
で

あ
り
、
た
だ
党
の
公
開
の
宣
言
と
党
内
の
指
示
と
の
区
別
を
混
同
す
る
だ

け
の
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。

九
・
一
八
事
変
か
ら
「
八
・
一
宜
言
」
発
表
以
前
に
お
け
る
党
の
統
一

戦
線
工
作
に
お
け
る
左
翼
七
ク
ト
主
義
の
誤
り
は
、
全
党
的
性
質
を
も
っ

た
問
題
で
あ
り
、
あ
る
一
部
の
人
び
と
の
誤
り
な
ど
と
い
っ
た
も
の
で
は

な
か
っ
た
。
当
時
の
党
中
央
の
抗
日
民
族
統
一
戦
線
結
成
に
つ
い
て
の
認

識
は
、
意
見
の
相
違
が
あ
っ
た
に
し
て
も
、
そ
れ
は
、
い
ま
だ
明
確
な
路

線
闘
争
を
形
成
す
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
か
っ
た
。
現
在
ま
で
の
と
こ

ろ
、
左
翼
七
ク
ト
主
義
と
対
立
し
て
い
た
文
書
・
資
料
が
当
時
す
で
に
存

在
し
て
い
た
な
ど
と
い
っ
た
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。

こ
こ
で
次
の
事
を
述
べ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
大
革
命
敗
退
後
に
お

け
る
毛
沢
東
同
志
の
中
国
革
命
の
性
質
に
関
す
る
認
識
は
正
確
で
あ
り
、

ま
た
国
内
の
階
級
関
係
の
分
析
に
つ
い
て
も
、
た
と
え
ば
、
論
文
「
中
国

の
赤
色
政
権
は
な
ぜ
存
在
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
」
の
な
か
で
、
民
族

プ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
が
政
治
上
・
経
済
上
い
ま
だ
利
益
を
得
る
こ
と
が
で
き

農
等
の
中
問
階
級
に
過
度
の
打
撃
を
加
え
る
こ
と
に
同
意
し
て
い
な
か
っ

た
こ
と
、
さ
ら
に
、
「
我
々
の
経
済
政
策
」
に
お
い
て
、
私
営
商
工
業
の
保

護
・
奨
励
を
提
起
し
て
い
た
こ
と
等
、
多
く
の
費
重
な
観
点
を
含
ん
で
い

た
。
こ
れ
ら
の
観
点
は
、
毛
沢
東
同
志
の
国
内
の
階
級
関
係
を
処
理
す
る

政
策
が
、
当
時
の
極
左
路
線
と
は
同
じ
も
の
で
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
だ
が
、
残
念
な
こ
と
に
、
こ
の
毛
沢
東
同
志
の
思
想
は
、
当
時
そ

れ
以
上
発
展
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
当
時
の
か
れ
の
思
想
と
、
民
族
プ

ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
等
中
間
勢
力
は
抗
日
の
同
盟
軍
で
あ
り
、
党
の
統
一
戦
線

の
対
象
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
と
の
間
に
は
、
な
お
相
当

(10) 

の
距
離
が
あ
っ
た
。
こ
の
問
題
の
解
決
は
、
瓦
客
堡
会
議
に
お
い
て
完
成

さ
れ
る
の
で
あ
る
。

抗
日
民
族
統
一
戦
線
工
作
の
活
発
な
展
開

一
九
三
三
年
か
ら
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
勢
力
は
国
際
的
に
荒
れ
狂
い
は
じ
め
、

平
和
と
民
主
主
義
に
対
す
る
重
大
な
脅
威
と
な
っ
た
。
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
は
、

全
世
界
の
労
働
者
階
級
の
利
益
を
ま
も
り
、
反
フ
ァ
ッ
シ
ョ
闘
争
の
戦
術

方
針
を
定
め
る
た
め
に
、
三
五
年
七
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
、
モ
ス
ク
ワ

で
第
七
回
代
表
大
会
を
開
催
し
た
。
中
国
共
産
党
は
、
代
表
を
派
遣
し
て

こ
の
会
議
に
参
加
し
た
。

デ
ィ
ミ
ト
ロ
フ
は
、
こ
の
大
会
に
お
い
て
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
進
攻
と
、

ハ五

0
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フ
ァ
シ
ズ
ム
に
反
対
し
労
働
者
階
級
の
統
一
を
め
ざ
す
闘
争
に
お
け
る
コ

ミ
ン
テ
ル
ン
の
任
務
」
と
い
う
政
治
報
告
を
行
な
っ
た
。
報
告
は
国
際
情

勢
に
つ
い
て
の
分
析
を
行
な
い
、
労
働
者
階
級
の
反
フ
ァ
ッ
シ
ョ
統
一
戦

線
と
民
主
的
諸
階
級
の
反
フ
ァ
ッ
シ
ョ
人
民
戦
線
を
結
成
す
る
と
い
う
新

戦
術
を
定
め
た
。
報
告
は
、
植
民
地
・
半
植
民
地
地
域
に
お
け
る
反
帝
統

一
戦
線
と
中
国
に
お
い
て
抗
日
民
族
統
一
戦
線
を
樹
立
す
る
こ
と
に
つ
い

て
具
体
的
に
、
明
確
に
述
ぺ
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
、
か
れ
は
、
中
国
に

お
い
て
「
救
国
と
救
民
の
た
め
に
真
に
た
た
か
う
用
意
の
あ
る
す
べ
て
の

組
織
さ
れ
た
勢
力
と
連
合
し
て
、
帝
国
主
義
と
〔
中
国
に
お
け
る
〕
そ
の

代
理
人
に
反
対
す
る
き
わ
め
て
広
範
な
統
一
戦
線
を
桐
立
し
」
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
指
摘
し
た
。
第
七
回
大
会
は
、
自
ら
の
長
期
に
わ
た
る
セ
ク

ト
主
義
を
是
正
し
、
一
転
し
て
統
一
戦
線
の
新
戦
術
を
執
行
し
よ
う
と
し

た
が
、
こ
の
こ
と
は
、
根
本
的
な
転
換
で
あ
っ
た
。

第
七
回
大
会
閉
幕
後
、
「
八
・
一
宜
言
」
を
宜
伝
し
、
抗
日
民
族
統
一
戦

線
の
結
成
を
促
進
す
る
た
め
に
、
わ
が
党
の
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
駐
在
代
表
は
、

パ
リ
に
お
い
て
『
救
国
報
』
を
創
刊
し
た
。
三
五
年
十
月
一
日
、
『
救
国

報
』
は
、
「
八
・
一
宣
言
」
の
全
文
を
掲
載
し
た
。
『
救
国
報
』
が
フ
ラ

ン
ス
当
局
の
不
当
な
干
渉
に
よ
っ
て
停
刊
さ
せ
ら
れ
た
後
、
呉
玉
章
同
志

が
パ
リ
に
派
遣
さ
れ
、
『
救
国
報
』
は
『
救
国
時
報
』
と
改
称
し
て
十
二

月
九
日
継
続
し
て
発
行
さ
れ
た
。
『
救
国
時
報
』
は
、
最
も
多
い
時
で
二

抗
日
民
族
統
一
戦
線
の
形
成
と
そ
の
特
徴
（
池
田
）

六
五

万
部
余
り
を
発
行
し
、
そ
の
内
約
半
分
は
四
三
ヶ
国
の
同
胞
に
、
あ
と
の

半
分
は
中
国
国
内
に
送
ら
れ
、
李
公
模
、
章
乃
器
と
い
う
よ
う
な
多
く
の

(11) 

愛
国
的
な
知
名
人
も
『
救
国
時
報
』
を
受
け
と
っ
て
い
た
。

(12) 

―
―
一
五
年
冬
、
日
本
帝
国
主
義
の
「
華
北
五
省
自
治
」
の
画
策
に
反
対
す

る
た
め
に
、
北
平
に
お
い
て
―
ニ
・
九
愛
国
学
生
運
動
が
起
こ
っ
た
が
、

そ
れ
は
抗
日
救
亡
運
動
の
新
た
な
高
ま
り
の
到
来
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。

•
こ
の
抗
日
の
新
た
な
高
ま
り
を
迎
え
る
た
め
に
、
三
五
年
十
二
月
下
旬
、

党
は
映
西
省
北
部
の
瓦
密
堡
に
お
い
て
中
央
政
治
局
会
議
を
開
催
し
た
。

会
議
は
、
張
聞
天
同
志
が
司
会
し
、
そ
の
参
加
者
は
、
毛
沢
東
、
周
恩
来
、

張
聞
天
、
博
古
、
王
稼
祥
、
劉
少
奇
、
彰
徳
懐
、
張
浩
、
部
発
、
凱
豊
、

李
維
漠
、
郭
洪
濤
等
の
諸
同
志
で
あ
っ
た
。

会
議
の
主
要
任
務
は
、
革
命
の
新
た
な
時
期
に
お
け
る
党
の
戦
術
路
線

を
定
め
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
会
議
で
は
激
し
い
論
争
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ

た
。
そ
れ
は
、
主
と
し
て
博
古
同
志
が
従
来
の
セ
ク
ト
主
義
に
固
執
し
、

民
族
プ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
の
統
一
戦
線
へ
の
参
加
、
お
よ
び
大
プ
ル
ジ
ョ
ワ

ジ
ー
陣
営
の
分
化
の
可
能
性
に
つ
い
て
懐
疑
的
で
あ
る
旨
表
明
し
た
こ
と

に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

二
十
五
日
、
会
議
は
、
「
当
面
の
政
治
情
勢
と
党
の
任
務
に
つ
い
て
の

決
議
」
を
採
択
し
た
。
こ
の
決
議
は
、
当
時
の
政
治
情
勢
を
正
確
に
分
析

し
、
「
全
中
国
・
全
民
族
の
す
べ
て
の
勢
力
を
立
ち
上
ら
せ
、
団
結
さ
せ
、

(
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組
織
し
て
当
面
の
主
要
な
敵
日
本
帝
国
主
義
と
売
国
奴
の
頭
目
蒋
介
石
に

反
対
す
る
」
と
い
う
党
の
戦
術
路
線
を
定
め
た
。
決
議
は
、
国
防
政
府
と

抗
日
連
軍
を
抗
日
民
族
統
一
戦
線
の
組
織
形
態
と
し
、
抗
日
救
国
十
大
網

領
の
実
施
を
主
張
し
た
。
決
議
は
、
ま
た
、
ソ
ビ
エ
ト
労
農
共
和
国
を
ソ

ビ
エ
ト
人
民
共
和
国
に
改
称
し
、
党
の
各
政
策
の
調
整
を
行
な
っ
た
。

十
二
月
二
十
七
日
、
毛
沢
東
同
志
は
、
党
の
活
動
家
会
議
に
お
い
て
、

「
日
本
帝
国
主
義
に
反
対
す
る
戦
術
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
報
告
を
行
な

っ
た
。
報
告
は
、
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
と
中
国
革
命
の
実
践
を
結

合
し
て
、
中
国
の
民
族
プ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
の
特
徴
と
そ
の
抗
日
民
族
統
一

戦
線
へ
の
参
加
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
地
主
・
買
弁
プ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
の

分
裂
と
こ
の
分
裂
を
利
用
す
る
意
義
に
つ
い
て
精
密
で
、
明
確
な
論
及
を

行
な
っ
た
。
報
告
は
、
党
の
歴
史
的
経
験
を
総
括
し
、
統
一
戦
線
に
お
け

る
指
導
権
の
問
題
、
左
翼
七
ク
ト
主
義
の
誤
り
に
つ
い
て
掘
り
下
げ
た
分

析
を
行
な
い
、
当
時
の
党
内
の
統
一
戦
線
戦
術
と
七
ク
ト
主
義
的
戦
術
と

の
間
の
意
見
の
く
い
ち
が
い
を
二
つ
の
路
線
の
闘
争
の
高
み
に
ま
で
お
し

あ
げ
た
。

瓦
客
堡
会
議
決
議
と
毛
沢
東
同
志
の
報
告
は
、
九
・
一
八
事
変
以
来
、

わ
が
党
が
抗
日
民
族
統
一
戦
線
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
き
た
も
の
の
な

か
で
最
も
ま
と
ま
っ
て
い
て
、
最
も
正
確
な
文
書
で
あ
り
、
抗
日
民
族
統

一
戦
線
の
結
成
を
め
ざ
す
偉
大
な
網
領
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
毛
沢
東
同
志

一
九
八
二
年
五
・
六
号

を
代
表
と
す
る
マ
ル
ク
ス
主
義
戦
術
路
線
の
形
成
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。

会
議
は
、
九
・
一
八
事
変
以
来
長
期
に
わ
た
っ
て
革
命
に
危
害
を
加
え
て

来
た
左
粟
七
ク
ト
主
義
を
是
正
し
、
全
党
的
な
範
囲
に
お
い
て
抗
日
民
族

統
一
戦
線
の
戦
術
路
線
を
確
立
し
た
。
こ
の
時
か
ら
、
抗
日
民
族
統
一
戦

線
工
作
は
真
に
活
発
に
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

瓦
密
堡
会
議
以
降
、
党
の
中
心
任
務
は
上
か
ら
の
統
一
戦
線
（
上
層
統

一
戦
線
）
工
作
を
展
開
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
上
か
ら
の
統
一
戦
線
工
作

(13) 

は
、
ま
ず
第
一
に
愛
国
的
な
指
導
者
を
獲
得
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
毛
沢

東
同
志
は
、
党
中
央
を
代
表
し
て
沈
鈎
儒
、
郡
餡
蛮
、
陶
行
知
、
章
乃
器
、

宋
鹿
齢
、
察
元
培
等
の
人
び
と
に
そ
れ
ぞ
れ
手
紙
を
送
り
、
彼
ら
の
愛
国

的
な
主
張
と
活
動
を
積
極
的
に
支
持
し
た
。
『
救
国
時
報
』
は
こ
の
方
面

で
も
多
く
の
活
動
を
行
な
っ
た
。
魯
迅
、
茅
盾
、
宋
鹿
齢
、
瑕
振
等
は
、

そ
れ
ぞ
れ
党
中
央
に
手
紙
を
送
り
、
党
の
団
結
抗
日
の
主
張
に
対
す
る
支

持
を
表
明
し
た
。
方
振
武
、
陳
銘
枢
、
察
廷
錨
、
陶
行
知
等
は
み
な
、

『
救
国
時
報
』
に
文
章
、
談
話
を
発
表
し
て
抗
日
民
族
統
一
戦
線
の
結
成

を
支
持
し
た
。
九
六
歳
の
馬
相
伯
、
さ
ら
に
は
何
香
凝
も
、
上
海
の
街
頭

に
ま
で
出
か
け
て
い
っ
て
大
衆
の
抗
日
救
国
デ
モ
を
指
迎
し
た
。

上
か
ら
の
統
一
戦
線
の
第
二
の
重
要
な
分
野
は
、
映
西
の
張
学
良
、
楊

虎
城
、
山
西
の
閻
錫
山
、
両
広
（
広
東
・
広
西
）
の
李
宗
仁
、
白
崇
薦
、

李
済
深
、
四
川
・
雲
南
の
劉
湘
、
劉
文
輝
、
龍
雲
、
華
北
の
渇
玉
祥
、
偲

ハ五

(
1
0六）



作
義
、
宋
哲
元
等
の
地
方
の
実
力
者
を
獲
得
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
党
中

央
は
、
多
く
の
重
要
幹
部
を
そ
れ
ぞ
れ
派
遣
し
て
か
れ
ら
に
対
す
る
工
作

を
行
な
っ
た
。
毛
沢
東
、
周
恩
来
、
劉
少
奇
、
朱
徳
等
の
同
志
は
、
さ
ら

に
書
簡
・
公
開
談
話
な
ど
に
よ
っ
て
、
か
れ
ら
と
統
一
戦
線
を
結
成
す
る

こ
と
を
希
望
す
る
旨
、
表
明
し
た
。
こ
の
方
面
に
お
け
る
工
作
は
、
好
ま

し
い
成
果
を
も
た
ら
し
た
。

上
か
ら
の
統
一
戦
線
の
第
一
＿
一
の
分
野
は
、
蒋
介
石
に
対
す
る
工
作
を
展

開
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
三
五
年
冬
、
わ
が
党
は
、
南
京
に
お
い
て
国
民

党
と
抗
日
民
族
統
一
戦
線
を
結
成
す
る
た
め
の
最
初
の
交
渉
（
談
判
）
を
行

(14) 

な
っ
た
。
こ
の
交
渉
は
、
国
民
党
が
提
案
し
て
き
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ

の
工
作
の
わ
が
方
の
代
表
は
、
最
初
は
姻
伯
賛
、
呂
振
羽
、
陳
雷
等
の
同

志
で
あ
っ
た
が
、
の
ち
に
、
党
中
央
は
、
周
小
舟
同
志
を
南
京
交
渉
に
派

遣
し
た
。
そ
の
後
、
灌
漢
年
も
こ
の
エ
作
に
参
加
し
た
。
国
民
党
の
側
か

ら
は
曽
蓑
甫
、
謀
小
塔
、
張
沖
等
が
参
加
し
た
。
陳
立
夫
は
、
国
民
党
側

の
主
要
な
代
表
で
あ
っ
た
が
、
実
際
に
は
姿
を
現
わ
さ
な
か
っ
た
。
交
渉

に
お
け
る
具
体
的
な
問
題
は
、
軍
事
衝
突
を
停
止
す
る
問
題
、
国
防
政
府

と
抗
日
連
軍
を
樹
立
す
る
問
題
、
紅
軍
改
耀
の
問
題
、
南
方
の
遊
撃
隊
の

問
題
、
抗
日
世
論
に
対
す
る
規
制
を
解
除
し
、
政
治
犯
を
釈
放
す
る
こ
と
、

土
地
改
革
を
停
止
す
る
こ
と
等
で
あ
っ
た
。
交
渉
は
、
西
安
事
変
の
直
前

ま
で
つ
づ
け
ら
れ
た
が
、
蒋
介
石
が
全
く
誠
意
を
示
さ
な
か
っ
た
こ
と
に

抗
日
民
族
統
一
戦
線
の
形
成
と
そ
の
特
徴
（
池
田
）

六
五
三

(
1
0七）

よ
り
、
具
体
的
な
合
意
を
見
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
わ
が
党
は
国
共
の
再
合
作
を
実
現
す
る
た
め
に
、
な

お
努
力
を
怠
ら
な
か
っ
た
。
＿
―
-
六
年
四
月
二
十
五
日
、
中
共
中
央
は
「
全

(15) 

国
各
党
・
各
派
の
抗
日
人
民
戦
線
を
樹
立
す
る
た
め
の
宣
言
」
を
発
表
し
、

国
民
党
を
統
一
戦
線
の
中
に
含
む
こ
と
を
初
め
て
公
け
に
し
た
。

三
六
年
五
月
五
日
、
国
民
党
が
大
軍
を
派
遣
し
て
紅
軍
の
東
征
抗
日
を

阻
ん
だ
た
め
に
、
〔
中
華
〕
ソ
ビ
エ
ト
政
府
と
紅
軍
は
「
停
戦
議
和
・
一
致

(16) 

抗
日
の
通
電
」
を
発
表
し
た
。
こ
の
通
電
は
、
「
国
難
を
前
に
し
て
双
方

が
決
戦
を
行
な
え
ば
、
勝
利
が
ど
ち
ら
の
も
の
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
中

国
の
国
防
力
に
と
っ
て
損
失
で
あ
り
、
日
本
帝
国
主
義
を
喜
ば
せ
る
こ
と

に
な
る
」
と
指
摘
し
て
、
撒
兵
を
決
定
し
た
。

三
六
年
八
月
十
二
日
、
党
中
央
は
「
今
後
の
戦
略
方
針
に
つ
い
て
」
と

い
う
文
書
の
中
で
、
初
め
て
南
京
を
統
一
戦
線
の
「
必
要
で
主
要
な
相

(17) 

手
」
と
す
る
こ
と
を
確
認
し
、
「
請
蒋
抗
日
」
の
問
題
を
提
起
し
た
。
こ

の
文
書
は
ま
た
、
攻
撃
を
受
け
な
け
れ
ば
わ
が
方
も
攻
撃
せ
ず
、
攻
撃
を

受
け
れ
ば
わ
が
方
は
一
方
で
断
固
戦
い
、
他
方
で
話
し
合
い
を
求
め
、
挑

発
に
対
し
て
は
、
「
ま
ず
礼
を
以
て
接
し
、
し
か
る
の
ち
兵
を
用
い
る
」

と
い
う
政
策
を
定
め
て
い
た
。

―
―
一
六
年
八
月
下
旬
、
国
民
党
は
南
京
で
五
期
二
中
全
会
を
開
催
し
た
。

二
十
五
日
、
党
中
央
は
、
「
中
国
共
産
党
の
中
国
国
民
党
に
宛
て
た
審
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簡
」
を
発
表
し
、
「
我
々
は
あ
な
た
が
た
と
と
も
に
強
固
な
革
命
的
統
一

戦
線
を
結
成
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
」
と
提
案
し
た
。
こ
の
時
か
ら
、
わ

が
党
は
反
蒋
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
放
棄
し
、
「
逼
蒋
抗
日
」
の
新
政
策
を
開

始
し
た
。
九
月
一
日
、
党
中
央
は
、
全
党
に
向
け
て
「
逼
蒋
抗
日
問
題
に

関
す
る
指
示
」
を
下
ろ
し
た
。

三
六
年
十
月
十
五
日
、
ソ
ビ
エ
ト
中
央
政
府
と
人
民
紅
軍
軍
事
委
員
会

は
、
一
方
的
に
停
戦
命
令
を
出
し
て
、
す
べ
て
の
紅
軍
部
隊
の
国
民
党
の

軍
隊
に
対
す
る
い
か
な
る
攻
撃
を
も
停
止
し
、
た
だ
攻
撃
を
う
け
た
時
に

の
み
必
要
な
自
衛
の
措
置
を
と
る
と
い
う
こ
と
を
決
定
し
た
。

三
六
年
十
月
1

一
十
六
日
、
毛
沢
東
、
朱
徳
、
周
恩
来
、
彰
徳
懐
等
四
六

人
の
紅
軍
将
領
は
、
連
名
で
、
国
民
党
の
西
北
地
区
の
上
級
将
領
に
対
し

(18) 

て
書
筒
を
送
り
、
紅
軍
は
、
「
あ
な
た
が
た
と
最
後
ま
で
合
作
す
る
こ
と

を
誓
う
」
と
い
う
こ
と
を
提
案
し
た
。
ま
た
、
こ
の
書
簡
に
お
い
て
、
紅

軍
は
、
抗
日
戦
線
に
お
い
て
一
定
の
戦
線
を
担
当
す
る
こ
と
を
希
望
し
、

そ
の
際
、
か
か
る
任
務
の
達
成
を
保
証
す
る
こ
と
、
紅
軍
は
、
作
戦
の
指

揮
に
お
い
て
、
全
国
の
統
一
さ
れ
た
軍
事
指
揮
に
従
う
こ
と
を
求
め
て
い

る
こ
と
、
さ
ら
に
、
こ
の
希
望
が
「
抗
日
友
軍
」
の
同
意
を
得
る
以
前
に

お
い
て
も
、
紅
軍
は
、
決
し
て
「
抗
日
友
軍
」
の
防
衛
地
域
に
は
介
入
し

(19) 

な
い
こ
と
を
約
束
し
た
。
大
革
命
の
敗
北
以
降
、
国
民
党
軍
を
「
友
軍
」

と
呼
ん
だ
の
は
や
は
り
こ
れ
が
最
初
で
あ
る
。

一
九
八
二
年
五
・
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上
か
ら
の
統
一
戦
線
工
作
全
体
の
中
で
、
党
は
、
東
北
軍
・
西
北
軍
を

獲
得
す
る
こ
と
を
工
作
の
重
点
課
題
と
し
、
逼
蒋
抗
日
の
最
も
中
心
的
な

環
と
し
た
。
西
北
地
区
の
統
一
戦
線
を
テ
コ
と
し
て
全
国
の
抗
日
民
族
統

一
戦
線
を
推
進
す
る
こ
と
は
、
党
中
央
の
重
要
な
戦
略
的
一
ス
テ
ッ
ブ
で

あ
っ
た
。

―
―
―
六
年
四
月
九
日
、
周
恩
来
同
志
は
、
張
学
良
の
招
き
に
応
じ
、
党
中

(20) 

央
を
代
表
し
て
延
安
で
か
れ
と
会
談
し
、
内
戦
の
停
止
、
国
防
政
府
と
抗

日
連
軍
の
組
織
、
紅
軍
の
集
結
、
通
商
、
連
ソ
、
常
駐
代
表
の
相
互
派
遣

等
の
分
野
に
お
い
て
、
大
筋
の
合
意
に
達
し
た
。

三
六
年
六
月
二
十
日
、
党
中
央
は
「
東
北
軍
工
作
の
指
渫
原
則
に
つ
い

(21) 
て
」
を
公
布
し
た
。
こ
の
文
書
は
、
東
北
軍
を
獲
得
す
る
こ
と
は
党
の
基

本
方
針
で
は
あ
る
が
、
そ
の
目
標
は
、
東
北
軍
を
瓦
解
、
分
裂
さ
せ
た
り
、

紅
軍
に
変
え
た
り
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
東
北
軍
に
徹
底
的
な
抗
日
綱
領

を
与
え
、
こ
れ
を
紅
軍
の
友
軍
に
変
え
る
こ
と
で
あ
る
と
定
め
て
い
た
。

し
た
が
っ
て
、
東
北
軍
を
獲
得
す
る
方
法
は
、
説
得
や
説
明
で
あ
っ
て
、

陰
謀
や
詭
計
を
行
な
う
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
文
書
は
、
ま
た
、
東

北
軍
に
お
い
て
上
か
ら
下
ま
で
統
一
戦
線
を
結
成
し
、
東
北
軍
全
体
を
獲

得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
指
摘
し
、
上
か
ら
の
統
一
戦
線
が
と
く
に
重

要
で
あ
る
と
強
調
し
て
い
た
。

三
六
年
九
月
十
八
日
、
紅
軍
と
東
北
軍
騎
兵
第
六
師
の
間
で
局
地
的
な

六
五
四
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(22) 

停
戦
協
定
が
締
結
さ
れ
た
。
こ
の
時
以
降
、
紅
軍
と
東
北
軍
の
双
方
の
兵

士
は
、
常
時
共
に
喜
び
、
観
劇
を
楽
し
み
、
贈
り
も
の
の
交
換
を
し
た
り

す
る
よ
う
に
な
り
、
互
い
に
武
器
を
も
っ
て
対
峙
し
て
い
た
前
線
は
、
抗

日
〔
を
共
に
戦
う
同
志
〕
の
友
好
を
交
換
す
る
場
所
へ
と
変
っ
た
。

三
六
年
十
月
下
旬
、
蒋
介
石
が
西
安
に
飛
来
し
、
張
学
良
に
紅
軍
に
対

す
る
進
攻
を
命
じ
た
。
十
一
月
二
十
七
日
、
張
学
良
は
「
抗
敵
の
た
め
の

(23) 

従
軍
を
志
願
す
る
書
」
（
請
櫻
抗
敵
書
）
を
発
表
し
、
蒋
介
石
の
反
動
的

な
命
令
を
無
視
し
、
反
対
に
蒋
介
石
に
兵
力
を
結
集
し
て
北
上
抗
日
を
行

な
う
こ
と
を
要
求
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
蒋
介
石
の
反
共
の
強
制
に
対
す

る
公
然
た
る
抗
議
を
表
明
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
東
北
軍
を
獲
得
す
る
と

い
う
党
の
工
作
が
、
基
本
的
に
完
成
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
た
。

(24) 

楊
虎
城
獲
得
は
、
三
つ
の
ル
ー
ト
か
ら
行
な
わ
れ
た
。
そ
の
―
つ
は
、

〔
中
共
中
央
〕
北
方
局
が
西
北
軍
に
人
を
派
遣
し
て
工
作
を
行
な
わ
せ
た

も
の
で
あ
り
｀
主
と
し
て
南
漢
痰
同
志
が
そ
の
資
を
負
っ
て
い
た
。
か
れ

は
、
申
伯
純
、
王
世
英
等
の
同
志
を
西
北
軍
に
派
遣
し
た
。
．
第
1

一
の
ル
ー

ト
は
、
映
北
の
党
中
央
が
西
北
軍
に
直
接
人
員
を
派
遣
し
た
も
の
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
三
五
年
冬
、
江
鋒
同
志
は
毛
沢
東
、
彰
徳
懐
同
志
の
手
紙
を

携
え
て
西
安
に
赴
い
た
。
第
三
の
ル
ー
ト
は
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
に
よ
る
も

の
で
あ
る
。
三
六
年
四
月
、
わ
が
党
の
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
駐
在
代
表
は
、
王

柄
南
同
志
を
派
遣
・
帰
国
さ
せ
て
西
北
軍
工
作
に
当
ら
せ
た
。

抗
日
民
族
統
一
戦
線
の
形
成
と
そ
の
特
徴
（
池
田
）

六
五
五

党
は
、
東
北
軍
と
西
北
軍
を
個
別
的
に
獲
得
し
て
い
っ
た
が
、
そ
の
際
、

両
軍
の
団
結
、
相
互
理
解
、
疑
惑
の
一
掃
を
促
進
す
る
こ
と
に
十
分
留
意

し
、
そ
の
結
果
、
紅
軍
、
東
北
軍
、
西
北
軍
の
「
三
位
一
体
」
の
団
結
が

つ
い
に
実
現
し
た
。
西
北
大
連
合
の
局
面
の
形
成
は
、
党
の
抗
日
民
族
統

一
戦
線
政
策
の
正
確
さ
と
偉
大
な
ア
ビ
ー
ル
の
力
を
証
明
し
て
い
た
だ
け

で
な
く
、
国
内
の
政
治
情
勢
の
発
展
に
対
し
て
極
め
て
大
き
な
影
響
を
与

え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
条
件
の
も
と
で
十
二
月
十
二

日
、
国
の
内
外
を
震
撼
さ
せ
た
西
安
事
変
が
勃
発
し
た
の
で
あ
る
。

事
変
発
生
後
、
西
安
は
た
だ
ち
に
国
の
内
外
の
関
心
の
的
と
な
り
、
各

種
の
矛
盾
の
焦
点
と
な
っ
た
。
日
本
帝
国
主
義
は
、
漁
夫
の
利
を
狙
っ
て

事
変
の
目
的
、
方
向
を
そ
ら
す
こ
と
に
つ
と
め
、
陰
謀
を
め
ぐ
ら
し
て
、

事
変
を
国
民
党
と
張
、
楊
、
共
産
党
間
の
大
規
模
な
内
戦
に
も
っ
て
行
こ

う
と
し
た
。
ソ
連
は
、
事
変
を
平
和
的
に
解
決
す
る
こ
と
を
主
張
し
た
。

英
、
米
帝
国
主
義
も
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
利
益
に
て
ら
し
て
平
和
的
解
決
を

主
張
し
た
。
英
、
米
、
日
各
帝
国
主
義
の
西
安
事
変
に
対
す
る
異
っ
た
態

度
は
、
南
京
政
府
に
反
映
し
、
政
府
内
の
親
日
派
と
親
英
米
派
の
対
立
と

な
っ
て
あ
ら
わ
れ
た
。
何
応
欽
に
代
表
さ
れ
る
親
日
派
は
張
、
楊
の
「
討

伐
」
を
あ
く
ま
で
も
主
張
し
、
陰
謀
を
め
ぐ
ら
し
て
蒋
介
石
を
死
地
に
追

い
や
り
、
自
ら
蒋
に
と
っ
て
代
ろ
う
と
し
た
。
宋
子
文
、
孔
祥
煕
に
よ
っ

て
代
表
さ
れ
る
親
英
米
派
は
、
平
和
的
解
決
を
あ
く
ま
で
主
張
し
た
。

(
1
0九）
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民
衆
の
敵
・
暴
君
（
独
夫
民
賊
）
蒋
介
石
が
囚
わ
れ
の
身
と
な
っ
た
こ

と
に
つ
い
て
、
広
範
な
人
民
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
拍
手
快
哉
し
、
か
れ

に
相
応
の
懲
罰
を
加
え
る
こ
と
を
断
乎
要
求
し
た
。

一
体
ど
の
よ
う
に
事
変
を
解
決
し
た
な
ら
ば
国
家
・
民
族
の
根
本
利
益

に
合
致
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
い
え
ば
党
に
お
い
て
も

認
識
上
―
つ
の
過
程
が
あ
っ
た
。
十
二
月
十
二
日
か
ら
十
六
日
ま
で
、
党

中
央
が
北
方
局
と
南
京
政
府
に
発
し
た
電
報
、
お
よ
び
『
紅
色
中
華
』
紙

に
掲
載
さ
れ
た
人
び
と
の
意
見
は
、
い
ず
れ
も
「
蒋
介
石
を
罷
免
せ
よ
I.

（四）

か
れ
を
人
民
に
引
き
わ
た
し
て
裁
判
に
か
け
よ
I
.
」
と
要
求
し
て
い
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
党
中
央
は
、
ほ
ど
な
く
事
変
の
発
生
原
因
お
よ
び
事
変

の
処
置
に
つ
い
て
正
確
な
分
析
を
行
な
い
「
南
京
と
西
安
の
間
に
お
け
る

⑩
 

団
結
抗
日
を
基
礎
と
し
た
乎
和
的
解
決
を
主
張
し
た
」
。
こ
の
間
に
お
け

(26) 

る
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
西
安
事
変
の
平
和
的
解
決
に
つ
い
て
の
意
見
は
、
党

中
央
の
こ
の
よ
う
な
方
針
を
よ
り
強
固
な
も
の
と
し
た
。
十
二
月
十
八
日
、

党
中
央
は
国
民
党
宛
て
の
電
報
の
な
か
で
、
西
安
事
変
を
平
和
的
に
解
決

⑪
 

す
る
た
め
の
五
つ
の
方
針
を
ま
と
ま
っ
た
形
で
提
起
し
た
。
そ
の
な
か
で
、

も
し
こ
の
方
針
を
実
行
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
国
家
・
民
族
が
救
わ
れ

る
だ
け
で
な
く
、
「
蒋
氏
の
安
全
・
自
由
に
つ
い
て
も
た
い
し
た
問
題
と

な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
」
と
指
摘
し
た
。
こ
れ
以
降
、
「
藤
介
石
を
罷
免
せ

「
蒋
介
石
を
公
開
裁
判
に
か
け
よ
」
と
い
っ
た
類
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は

一
九
八
二
年
五
・
六
号

張
、
楊
の
た
び
か
さ
な
る
求
め
に
応
じ
て
、
周
恩
来
を
団
長
と
す
る
中

共
代
表
団
は
、
十
七
日
西
安
に
到
着
し
、
党
中
央
の
西
安
事
変
の
平
和
的

解
決
方
針
を
断
乎
と
し
て
遂
行
し
た
。

1

1

 

+
―
一
日
、
宋
子
文
、
宋
美
齢
ら
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
南
京
の
正
式

代
表
団
が
西
安
に
到
着
し
、
二
十
三
日
、
交
渉
が
始
ま
っ
た
。
周
恩
来
同

志
は
中
共
中
央
全
権
代
表
と
し
て
西
安
事
変
を
平
和
的
に
解
決
す
る
た
め

⑫
 

の
六
項
目
の
主
張
を
提
案
し
た
。
南
京
側
は
、
蒋
を
救
い
た
い
一
心
で
、

か
け
ひ
き
は
免
れ
が
た
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
基
本
的
に
こ
の
主
張
を
う
け

い
れ
る
こ
と
を
表
明
し
た
。

二
十
四
日
の
夜
、
周
恩
来
同
志
は
直
接
蒋
介
石
と
会
見
し
、
い
ま
一
度

西
安
事
変
の
乎
和
的
解
決
、
内
戦
の
停
止
、
一
致
抗
日
に
対
す
る
わ
が
党

の
誠
実
な
希
望
を
表
明
し
た
。
蒋
介
石
は
、
共
産
党
が
国
家
・
民
族
の
利

益
を
重
視
し
、
徳
を
も
っ
て
怨
に
報
い
る
態
度
を
と
っ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
、
む
ろ
ん
の
こ
と
非
常
に
意
外
だ
と
感
じ
、
悟
っ
た
よ
う
に
「
私
が゜

生
き
て
い
る
間
は
、
中
国
で
は
絶
対
に
反
共
の
内
戦
を
起
こ
さ
せ
な
し
」

な
ど
と
語
っ
た
。
か
れ
は
、
交
渉
に
よ
っ
て
ま
と
ま
っ
た
六
項
目
の
合
意

事
項
に
同
意
を
表
明
す
る
と
と
も
に
、
南
京
に
来
て
直
接
交
渉
を
行
な
う

よ
う
周
恩
来
同
志
を
招
待
し
た
。

十
二
月
二
十
五
日
、
蒋
介
石
は
釈
放
さ
れ
て
飛
行
機
で
西
安
を
離
れ
、

二
度
と
提
起
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。 六
五
六
(
―

1
0
)



抗
日
民
族
統
一
戦
線
の
形
成

西
安
事
変
が
乎
和
的
に
解
決
さ
れ
て
、
国
内
和
乎
が
基
本
的
に
実
現
す

る
と
、
党
の
任
務
は
、
国
共
合
作
と
一
致
抗
日
を
で
き
る
だ
け
早
く
実
現

す
る
よ
う
に
促
す
こ
と
と
な
っ
た
。

三
七
年
二
月
、
国
民
党
は
三
中
全
会
の
召
集
を
決
定
し
た
。
二
月
十
日
、

中
共
中
央
は
、
国
共
両
党
の
再
度
の
合
作
を
実
現
す
る
た
め
に
‘
―
―
―
中

全
会
に
向
ば
て
電
報
を
送
り
、
五
項
目
の
要
求
と
四
項
目
の
保
証
を
提
案

⑭
（
町
）

し
た
。
二
月
十
五
日
、
宋
鹿
齢
、
何
香
凝
、
洞
玉
祥
、
孫
科
等
一
四
名
は

三
中
全
会
に
お
い
て
、
孫
中
山
の
「
三
大
政
策
」
を
復
活
す
る
よ
う
提
案

（お）

し
た
。
1

一
月
二
十
一
日
、
三
中
全
会
は
、
い
わ
ゆ
る
「
赤
禍
根
絶
案
」
と

い
う
決
議
を
採
択
し
た
。
こ
の
決
議
は
、
中
国
共
産
党
が
指
導
し
て
き
た

革
命
に
中
傷
を
加
え
て
は
い
た
も
の
の
、
実
質
的
に
は
、
三
中
全
会
に
対

(29) 

す
る
中
国
共
産
党
の
提
案
を
受
入
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
三
中
全
会
を
メ

抗
日
民
族
統
一
戦
線
の
形
成
と
そ
の
特
徴
（
池
田
）

（
田
中

仁
訳
）

洛
陽
を
経
由
し
て
南
京
に
帰
っ
た
。
時
局
の
発
展
を
左
右
し
た
西
安
事
変

は
、
わ
が
党
の
努
力
に
よ
っ
て
、
抗
日
に
有
利
で
、
人
民
の
根
本
的
利
益

に
か
な
っ
た
か
た
ち
で
、
最
終
的
に
解
決
さ
れ
た
。

西
安
事
変
は
、
そ
の
勃
発
か
ら
最
終
的
解
決
に
至
る
ま
で
、
す
べ
て
中

国
共
産
党
の
抗
日
民
族
統
一
戦
線
政
策
の
偉
大
な
勝
利
で
あ
り
、
逼
蒋
抗

日
政
策
の
偉
大
な
勝
利
で
あ
っ
た
。

国
共
合
作
の
局
面
は
す
で
に
形
成
さ
れ
た
と
は
い
え
、
合
作
を
一
体
ど

の
よ
う
に
具
体
的
に
実
現
す
る
の
か
、
た
と
え
ば
紅
軍
は
ど
の
よ
う
に
改

綱
す
る
の
か
、
ソ
ビ
エ
ト
政
権
と
い
う
制
度
は
ど
う
改
め
る
の
か
、
国
共

合
作
は
ど
の
よ
う
な
形
態
を
と
る
の
か
、
さ
ら
に
は
合
作
宜
言
等
々
の
問

し
た
。

六
五
七

(30) 

ル
ク
マ
ー
ル
と
し
て
、
第
二
次
国
共
合
作
は
荼
本
的
に
形
成
さ
れ
た
。

三
七
年
五
月
二
日
か
わ
五
月
七
日
、
党
は
延
安
に
お
い
て
全
国
代
表
会

(31) 

談
を
開
い
た
。
会
議
に
お
い
て
毛
沢
東
同
志
は
「
抗
日
の
時
期
に
お
け
る

中
国
共
産
党
の
任
務
」
と
題
す
る
政
治
報
告
お
よ
び
「
抗
日
民
族
統
一
戦

線
に
何
百
何
千
万
の
大
衆
の
参
加
を
か
ち
と
る
た
め
に
闘
お
う
」
と
題
す

る
大
会
の
結
語
を
行
な
っ
た
。
報
告
の
な
か
で
か
れ
は
、
国
内
の
和
平
が

基
本
的
に
実
現
し
た
の
ち
の
政
治
情
勢
を
深
く
分
析
し
て
、
「
和
平
を
か

た
め
よ
う
、
民
主
を
か
ち
と
ろ
う
、
抗
戦
を
実
現
し
よ
う
」
を
、
新
段
階

に
お
け
る
党
の
「
三
位
一
体
」
の
任
務
と
し
、
そ
の
な
か
で
民
主
を
か
ち

と
る
こ
と
が
新
段
階
で
の
最
も
本
質
的
な
こ
と
で
あ
り
、
最
も
「
中
心
的

な
環
」
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。
毛
沢
東
同
志
は
、
国
共
合
作
が
ほ
ど
な
く

実
現
し
、
党
内
の
右
粟
日
和
見
主
義
が
頭
を
も
た
げ
て
く
る
で
あ
ろ
う
と

い
う
情
況
に
基
づ
き
、
ひ
き
続
き
左
痰
七
ク
ト
主
義
、
冒
険
主
義
を
批
判

す
る
と
同
時
に
、
中
国
革
命
に
対
す
る
党
の
指
導
責
任
に
つ
い
て
と
く
に

強
調
し
、
陳
独
秀
流
の
右
爽
日
和
見
主
義
の
復
活
に
警
戒
す
る
よ
う
強
調

(
-
―
一
）



立
命
館
法
学

題
が
あ
っ
て
、
そ
の
闘
争
任
務
は
依
然
と
し
て
困
難
で
、
大
き
か
っ
た
。

こ
の
た
め
わ
が
党
は
、
国
民
党
と
、
三
七
年
一
月
か
ら
九
月
ま
で
、
西
安
、

(32) 

杭
州
、
南
京
、
應
山
等
で
一
連
の
交
渉
を
行
な
っ
た
。
こ
の
交
渉
に
前
後

し
て
参
加
し
た
双
方
の
代
表
は
、
共
産
党
側
は
、
周
恩
来
、
博
古
、
華
剣

英
、
朱
徳
、
林
伯
渠
で
あ
り
、
国
民
党
側
は
、
顧
祝
同
、
賀
衷
寒
、
張
沖
、

蒋
介
石
、
陳
立
夫
、
宋
子
文
、
康
沢
、
郡
力
子
等
で
あ
っ
た
。

紅
軍
の
改
編
に
つ
い
て
は
、
交
渉
の
問
題
点
は
、
編
制
、
兵
員
数
、
指

揮
・
指
導
、
駐
屯
地
、
給
蓑
、
南
方
の
遊
撃
隊
の
問
題
等
で
あ
っ
た
。
以

上
の
う
ち
で
最
初
の
二
つ
の
問
題
が
闘
争
の
焦
点
で
あ
っ
た
。

紅
軍
改
編
後
の
編
成
と
兵
員
数
に
つ
い
て
わ
が
方
は
、
次
の
よ
う
な
種

種
の
案
を
考
え
、
提
案
し
た
。
た
と
え
ば
、
四
コ
軍
・
―
ニ
コ
師
・
六
、

七
万
人
、
四
コ
師
・
―
ニ
コ
旅
・
ニ
四
コ
連
隊
・
一
コ
師
当
り
一
万
五
千

人
、
四
コ
師
・
一
六
コ
連
隊
・
ニ
コ
工
兵
師
・
合
わ
せ
て
六
万
人
。
国
民

党
は
、
で
き
る
か
ぎ
り
わ
が
軍
の
編
成
を
圧
縮
し
、
兵
員
数
を
削
減
し
よ

う
と
し
た
。
当
初
国
民
党
は
、
わ
が
軍
が
師
編
成
を
と
る
こ
と
に
同
意
せ

ず、
1

ニ
コ
連
隊
の
福
成
し
か
認
め
な
か
っ
た
。
の
ち
に
、
六
コ
連
隊
、
九

コ
連
隊
に
増
や
し
た
が
、
兵
員
数
は
、
三
千
か
ら
五
千
人
の
編
成
し
か
許

さ
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
一
ニ
コ
師
・
六
コ
旅
・
―
ニ
コ
大
隊
の
編
成
に
同

意
し
た
も
の
の
、
一
コ
師
当
り
九
千
余
人
し
か
認
め
な
か
っ
た
。
わ
が
方

の
最
終
案
は
、
三
コ
師
・
六
コ
旅
・
ー
ニ
コ
連
隊
、
一
コ
師
当
り
一
万
五

一
九
八
二
年
五
・
六
号

千
人
で
、
そ
の
他
の
騎
兵
、
砲
兵
、
通
信
、
軸
重
部
隊
は
直
属
隊
と
し
、

(33) 

地
方
紅
軍
は
保
安
隊
と
民
団
に
編
成
す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
何

度
か
の
交
渉
を
経
て
、
国
民
党
は
基
本
的
に
こ
ち
ら
の
案
を
受
入
れ
た
。

紅
軍
改
編
後
の
指
揮
・
指
導
の
問
題
に
つ
い
て
の
わ
が
方
の
案
は
、
次

の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
．
総
司
令
部
を
設
置
し
、
朱
徳
が
総
司
令
、
彰

徳
懐
が
副
総
司
令
と
な
る
。
紅
軍
の
独
立
性
を
保
持
し
、
各
級
の
指
揮
員

は
わ
が
方
が
推
薦
し
、
国
民
党
軍
事
委
員
会
が
任
命
す
る
、
国
民
党
は
わ

が
軍
に
対
し
軍
政
官
を
派
遣
し
な
い
。
国
民
党
側
は
次
の
よ
う
に
考
え
た
。

改
編
後
の
紅
軍
は
、
そ
の
管
理
は
国
民
党
の
行
営
に
属
さ
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
総
司
令
部
の
設
置
に
は
反
対
す
る
。
た
だ
し
、
政
治
訓
練
処
を
設
け

(34) 

て
部
隊
を
指
揮
す
る
こ
と
（
の
ち
に
政
治
部
を
設
け
る
こ
と
に
改
め
ら
れ

た
）
、
周
恩
来
を
主
任
に
、
康
沢
を
副
主
任
に
指
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は

同
意
す
る
。
こ
の
他
国
民
党
は
、
三
つ
の
師
に
対
し
て
参
謀
長
を
派
遣
す

る
こ
と
、
た
と
え
ば
副
師
長
、
副
連
隊
長
と
い
っ
た
よ
う
に
各
級
に
副
職

を
派
遣
す
る
こ
と
を
要
求
し
た
。
さ
ら
に
国
民
党
は
、
楊
虎
城
を
扱
っ
た

例
の
や
り
方
を
再
演
し
よ
う
と
、
毛
沢
束
と
朱
徳
は
〔
ソ
区
か
ら
〕
出
て(35) 

き
て
「
仕
事
を
す
る
」
か
、
外
遊
せ
よ
、
と
い
っ
た
こ
と
を
要
求
し
て
き
た
。

国
民
党
が
、
秘
か
に
謀
り
ご
と
を
め
ぐ
ら
し
て
わ
が
軍
の
内
部
事
務
に

干
渉
し
、
わ
が
軍
の
変
質
を
企
ん
で
い
る
こ
と
は
誰
の
目
に
も
明
白
で
あ

っ
た
か
ら
、
わ
が
方
は
無
論
同
意
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
。
交
渉

六
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は
当
初
、
源
祝
同
、
賀
衷
寒
と
行
な
っ
た
が
、

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
や
は
り
府
介
石
と
直
接
交
渉
す
る
こ
と

に
改
め
た
。
交
渉
に
お
い
て
蒋
介
石
は
、
矛
府
し
た
こ
と
を
言
っ
た
。
初

め
か
れ
は
、
総
司
令
部
の
設
腟
に
同
意
し
、
我
々
の
部
隊
を
破
壊
し
な
い

こ
と
、
輔
佐
や
政
治
工
作
員
は
派
遣
し
な
い
こ
と
を
約
束
し
、
た
だ
連
絡

の
た
め
に
人
員
を
送
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
の
だ
、
と
言
っ

て
い
た
。
し
か
し
、
ま
も
な
く
蒋
介
石
は
意
見
を
変
え
、
す
べ
て
碩
祝
同
、

賀
衷
寒
の
案
に
立
ち
戻
っ
て
し
ま
っ
た
。
七
・
七
事
変
が
勃
発
し
、
全
国

で
抗
戦
が
始
ま
る
と
、
紅
軍
は
前
線
に
赴
い
て
抗
日
を
行
な
う
た
め
に
、

(36) 

七
月
十
四
日
、
自
ら
改
編
を
宣
言
し
た
。
当
時
蒋
介
石
は
、
日
本
に
対
し

て
な
お
平
和
的
解
決
を
求
め
て
い
く
と
い
っ
た
幻
想
を
抱
い
て
お
り
、
八

月
十
―
―
―
日
、
日
本
が
上
海
へ
進
攻
し
て
か
ら
は
じ
め
て
、
迫
ら
れ
て
抗
戦

を
決
意
し
た
。
急
ぎ
我
々
に
出
兵
を
求
め
る
必
要
か
ら
、
国
民
党
は
十
八

日
、
紅
軍
を
た
だ
ち
に
改
編
す
る
こ
と
、
総
司
令
部
を
設
置
す
る
こ
と
に

も
同
意
す
る
と
表
明
し
た
。
八
月
二
十
二
日
、
国
民
政
府
軍
事
委
員
会
は
、

（
訂
）

わ
が
軍
を
八
路
軍
に
改
編
す
る
と
い
う
命
令
を
正
式
に
公
布
し
た
。
八
月

二
十
五
日
、
党
中
央
軍
事
委
員
会
は
、
紅
軍
改
編
の
命
令
を
発
し
、
朱
徳

は
総
指
揮
、
彰
徳
懐
は
副
総
指
揮
、
葉
剣
英
は
参
謀
長
、
左
権
は
副
参
謀

長
、
任
弼
時
は
政
治
部
主
任
、
部
小
平
は
副
主
任
と
す
る
こ
と
、
一
―
五

師
‘
―
二

0
師
‘
―
二
九
師
の
一
ニ
コ
師
を
統
轄
す
る
も
の
と
し
た
。
八
月

抗
日
民
族
統
一
戦
線
の
形
成
と
そ
の
特
徴
（
池
田
）

怠
見
の
一
致
を
か
ち
と

ハ
五
九

(38) 

二
十
九
日
、
党
中
央
滋
記
処
は
、
党
の
前
方
軍
事
委
員
会
分
会
お
よ
び
各

師
の
軍
政
委
員
会
を
成
立
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
を
決
定
し
た
。
こ
こ
に
至

っ
て
、
紅
軍
の
改
編
は
成
功
裡
に
完
了
し
た
。
九
月
十
二
日
、
国
民
党
は

抗
戦
の
戦
闘
序
列
に
従
っ
て
、
八
路
軍
を
国
民
革
命
軍
第
一
八
集
団
軍
と

(39) 

改
称
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
時
も
蒋
介
石
は
、
わ
が
軍
に
連
絡
参
謀
を
派

逮
す
る
こ
と
に
な
お
も
固
執
し
た
が
、
わ
が
方
の
原
則
は
、
国
民
党
は
一

人
も
入
れ
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
九
月
下
旬
、
蒋
介
石
の
裁
可
を

得
て
康
沢
が
、
四
名
の
高
級
「
連
絡
参
謀
」
を
選
ん
で
西
安
に
送
り
、
わ

が
軍
の
総
司
令
部
と
三
つ
の
師
に
派
近
し
よ
う
と
し
て
き
た
。
党
中
央
ぱ

九
月
二
十
二
日
、
博
古
、
朗
剣
英
同
志
に
こ
れ
を
断
乎
拒
否
す
る
よ
う
通

知
し
た
が
、
そ
の
な
か
で
「
か
れ
ら
を
営
門
に
一
歩
も
入
れ
さ
せ
て
は
な

ら
な
い
」
と
明
確
に
指
摘
し
た
。
紅
軍
改
編
の
交
渉
の
な
か
で
党
中
央
は
、

軍
は
党
が
絶
対
的
に
指
迎
す
る
、
と
い
う
わ
が
軍
の
性
質
と
運
命
に
か
か

わ
る
根
本
原
則
を
堅
持
し
た
が
、
こ
の
こ
と
は
、
そ
の
後
の
わ
が
軍
の
発

展
、
抗
戦
の
勝
利
に
と
っ
て
き
わ
め
て
重
要
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

辺
区
政
府
の
問
題
に
つ
い
て
の
わ
が
方
の
案
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で

あ
っ
た
。
ソ
ビ
エ
ト
制
度
を
解
消
し
、
中
華
民
国
特
別
地
区
と
改
め
（
の

ち
に
、
映
西
・
廿
粛
．
寧
夏
辺
区
と
改
め
ら
れ
た
）
、
国
民
党
政
府
の
指

(40) 

導
を
受
け
る
。
普
通
選
挙
を
実
行
す
る
。
辺
区
内
の
行
政
人
員
は
、
地
方

〔
辺
区
〕
で
選
び
南
京
政
府
が
任
命
す
る
。
辺
区
政
府
に
は
、
民
政
、
建
設
、

（
―
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三
）



立
命
館
法
学

教
育
、
農
エ
、
財
政
の
五
つ
の
庁
を
置
き
、
行
政
院
に
隷
属
す
る
。
辺
区

に
は
保
安
司
令
部
を
設
け
、
人
数
は
九
、
五

0
0人
と
す
る
。
辺
区
の
範

⑮
(41) 

囲
は
、
二
六
県
を
含
み
、
一
っ
に
ま
と
ま
っ
た
も
の
と
し
て
分
割
は
認
め

な
い
。
辺
区
の
経
費
は
、
南
京
が
支
給
す
る
。
国
民
党
の
案
は
、
次
の
よ

う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
辺
区
政
府
に
は
、
国
民
党
が
人
員
を
派
遣
す
る
だ

け
で
な
く
正
職
を
占
め
る
こ
と
を
要
求
す
る
が
、
林
伯
渠
が
副
職
に
当
る

こ
と
、
そ
の
他
の
人
員
は
す
べ
て
わ
が
方
が
推
鷹
し
、
仕
事
も
わ
が
方
が

引
受
け
る
と
い
う
こ
と
に
は
同
意
す
る
。
範
囲
に
つ
い
て
蒋
介
石
は
、
一
、

ニ
県
多
く
組
入
れ
て
も
た
い
し
た
こ
と
で
は
な
い
し
、
分
割
も
し
な
く
て

よ
い
、
経
費
は
規
定
に
従
っ
て
支
給
す
る
、
と
言
っ
て
い
た
。
辺
区
政
府

の
行
政
機
構
と
隷
属
に
つ
い
て
国
民
党
は
、
処
を
設
け
る
こ
と
に
は
同
意

し
た
が
、
庁
を
置
く
こ
と
は
認
め
な
か
っ
た
。
辺
区
が
行
政
院
に
隷
属
す

る
こ
と
に
反
対
し
、
地
方
す
な
わ
ち
、
映
西
省
に
隷
属
す
る
こ
と
し
か
許

さ
な
か
っ
た
。

紅
軍
改
編
等
の
問
題
で
、
国
民
党
に
わ
が
方
の
案
を
認
め
さ
せ
る
た
め

に
、
辺
区
の
人
選
問
題
に
お
い
て
わ
が
方
は
、
当
初
に
一
定
の
譲
歩
を
行

な
っ
た
。
三
七
年
五
、
六
月
、
騒
山
で
の
交
渉
の
際
、
わ
が
方
は
辺
区
政

府
の
九
名
の
名
簿
を
提
出
し
た
が
、
そ
の
な
か
に
は
国
民
党
代
表
張
沖
、

民
主
人
士
杜
斌
丞
が
含
ま
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
国
民
党
は
こ
れ
に
同
意

せ
ず
、
あ
く
ま
で
も
正
職
の
ボ
ス
ト
を
要
求
し
た
。
七
・
七
事
変
後
、
抗

一
九
八
二
年
五
・
六
号

戦
の
た
め
に
党
中
央
は
、
映
甘
寧
〔
辺
区
〕
で
た
だ
ち
に
民
主
選
挙
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
豚
介
石
に
対
し
て
宋
子
文
、
張
継
、
子
右
任
の
三
人

の
中
か
ら
一
人
を
選
ん
で
辺
区
行
政
長
官
と
し
て
推
薦
す
る
こ
と
、
わ
が

方
は
林
伯
渠
を
副
職
と
し
て
推
薦
す
る
と
い
う
こ
と
、
を
決
定
し
た
。
国

民
党
側
の
交
渉
代
表
康
沢
は
、
蒋
介
石
に
対
し
て
宋
子
文
等
三
人
は
い
ず

れ
も
ひ
ど
く
軟
弱
で
あ
り
、
雰
囲
気
に
左
右
さ
れ
易
く
（
感
情
用
事
）
、
任

に
耐
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
な
ど
と
言
っ
た
。
か
れ
は
、
頑
固
な
反
共

分
子
丁
維
沿
を
辺
区
政
府
に
送
り
こ
ん
で
工
作
に
当
ら
せ
る
よ
う
推
薦
し
、

蒋
介
石
の
同
意
を
得
た
。
三
七
年
九
月
、
わ
が
方
は
、
辺
区
政
府
の
新
し

い
九
人
、
す
な
わ
ち
林
伯
渠
、
張
国
寮
、
博
古
、
菌
必
武
、
徐
特
立
、
謝

覚
哉
、
郭
洪
祷
、
馬
明
方
、
高
岡
ら
の
名
簿
を
提
出
し
、
辺
区
政
府
も
ま

た
、
完
全
に
わ
が
方
で
引
受
け
る
と
い
う
原
則
を
貫
ぬ
い
た
。
辺
区
政
権

の
問
題
に
関
し
て
は
、
国
共
交
渉
は
つ
い
に
合
意
を
見
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。

国
共
合
作
の
組
織
形
態
の
問
題
に
つ
い
て
、
わ
が
方
は
、
民
族
連
盟
を

結
成
す
る
こ
と
お
よ
び
党
内
合
作
を
行
な
う
こ
と
と
い
う
二
つ
の
形
態
を

提
案
し
た
が
、
賭
介
石
は
そ
の
い
ず
れ
に
も
同
意
し
な
か
っ
た
。
か
れ
は
、

共
産
党
だ
け
は
承
認
し
た
も
の
の
、
そ
の
他
の
政
党
は
承
認
せ
ず
、
し
た

が
っ
て
民
族
連
盟
の
結
成
に
同
意
し
な
か
っ
た
。
か
れ
は
、
国
共
合
作
を

提
起
す
る
こ
と
に
反
対
し
て
、
共
産
党
と
か
れ
と
の
合
作
〔
蒋
共
合
作
〕

ハ六
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を
提
案
す
る
よ
う
我
々
に
要
求
し
、
し
た
が
っ
て
党
内
合
作
の
形
態
に
も

(42) 

反
対
し
た
。
蒋
介
石
は
、
国
民
革
命
同
盟
会
の
結
成
と
い
う
こ
と
を
主
張

し
た
が
、
こ
の
同
盟
会
は
、
国
共
両
党
が
同
数
の
幹
部
を
出
し
合
っ
て
構

成
し
、
蒋
介
石
が
主
席
と
な
る
と
と
も
に
最
終
決
定
権
を
持
つ
。
両
党
の

対
外
的
事
務
一
切
は
、
す
べ
て
同
盟
会
で
討
論
、
決
定
し
た
の
ち
に
執
行

す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
蒋
介
石
は
さ
ら
に
、
も
し
同
盟
会
が
順

調
に
行
っ
た
な
ら
ば
、
将
来
情
況
を
見
て
、
国
共
両
党
の
連
合
組
織
へ
と

拡
大
す
る
と
と
も
に
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
と
連
繋
を
と
り
、
こ
れ
ま
で
の
わ

が
党
と
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
関
係
に
と
っ
て
か
え
、
こ
れ
に
よ
り
連
ソ
政
策

を
確
固
と
し
た
も
の
に
し
て
も
よ
い
、
と
い
う
こ
と
を
提
案
し
た
。

統
一
戦
線
の
組
織
形
態
の
う
え
で
の
蒋
介
石
の
独
裁
原
則
は
、
当
然
わ

が
方
の
同
意
で
き
な
い
点
で
あ
っ
た
。
わ
が
党
は
、
次
の
よ
う
に
提
案
し

た
。
わ
が
方
は
、
国
民
革
命
同
盟
会
の
結
成
に
原
則
上
同
意
す
る
が
、
し

か
し
、
そ
の
．
前
に
共
同
網
領
を
確
定
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
。
双
方
が
そ

の
共
同
網
領
を
承
認
す
る
と
い
う
基
礎
の
上
に
は
じ
め
て
、
双
方
が
同
数

の
幹
部
を
推
胞
し
て
最
高
会
議
を
組
織
し
、
蒋
を
主
席
と
す
る
こ
と
に
同

意
す
る
と
と
も
に
、
か
れ
が
共
同
網
領
に
基
づ
い
て
最
終
決
定
権
を
持
つ

こ
と
を
承
認
す
る
、
と
。
わ
が
方
は
さ
ら
に
、
同
盟
会
は
両
党
の
内
部
事

務
に
干
渉
し
て
は
な
ら
ず
、
同
盟
会
の
決
議
は
両
党
が
ひ
と
し
く
執
行
し

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
も
し
も
共
同
網
領
に
違
背
し
た
な
ら
ば
、
ど
ち
ら
の

抗
日
民
族
統
一
戦
線
の
形
成
と
そ
の
特
徴
（
池
田
）

ハ六

一
方
も
こ
れ
を
拒
否
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
点
を
提
起
し
た
。
そ

の
た
め
に
、
わ
が
方
は
共
同
網
領
を
起
草
し
た
。
わ
が
方
の
補
充
提
案
は
、

実
質
的
に
は
蒋
介
石
の
独
裁
原
則
を
否
定
し
、
党
の
独
立
性
不
可
侵
の
原

則
を
守
る
も
の
で
あ
っ
た
。

国
共
合
作
宜
言
の
問
題
に
つ
い
て
。
国
共
合
作
は
、
当
然
の
こ
と
な
が

ら
国
共
両
党
が
署
名
し
て
合
作
宜
言
を
発
表
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
し

か
し
、
国
民
党
に
は
合
作
の
誠
慈
が
な
く
、
真
に
、
平
等
な
地
位
を
以
っ

て
わ
が
党
を
遇
す
る
と
い
う
こ
と
を
認
め
よ
う
と
せ
ず
、
こ
の
提
案
に
同

慈
し
な
か
っ
た
。
蒋
介
石
は
ま
ず
、
わ
が
党
に
対
し
、
そ
れ
ま
で
の
一
打

し
た
声
明
に
姑
．
つ
い
て
宜
言
を
発
表
す
る
よ
う
要
求
し
、
そ
の
宜
言
の
の

ち
に
、
国
民
党
が
紅
軍
改
編
の
命
令
を
発
表
、
蒋
介
石
も
共
産
党
承
認
を

発
表
す
る
、
と
し
た
。

わ
が
党
は
、
早
く
も
三
七
年
三
月
四
日
〔
合
作
〕
宣
言
を
準
備
し
、
五

月
に
は
国
民
党
に
こ
れ
を
手
渡
し
て
交
渉
を
進
め
た
。
交
渉
の
過
程
で
、

国
民
党
代
表
康
沢
は
、
宜
言
に
対
す
る
あ
ら
さ
が
し
や
攪
乱
な
ど
、
あ
り

と
あ
ら
ゆ
る
方
法
を
も
っ
て
わ
が
党
の
地
位
を
低
く
め
よ
う
と
し
た
。
た

と
え
ば
、
宜
言
の
な
か
の
「
国
民
党
と
は
す
で
に
諒
解
に
達
し
た
」
と
い

う
文
言
は
「
中
央
の
諒
解
を
得
た
」
と
改
め
る
こ
と
、
ま
た
「
国
民
党
の

同
意
を
と
り
つ
け
た
」
と
い
う
文
言
は
「
政
府
の
同
意
を
と
り
つ
け
た
」

と
改
め
る
こ
と
を
要
求
し
た
。
康
沢
は
さ
ら
に
、
宜
言
の
な
か
の
わ
が
党

（
―
-
五
）



の
、
共
に
国
難
に
赴
く
こ
と
に
つ
い
て
の
政
治
主
張
を
、
こ
れ
は
「
宣

伝
」
だ
、
な
ど
と
い
っ
て
削
除
す
る
よ
う
要
求
し
た
。
九
月
下
旬
に
至
っ

て
も
双
方
は
、
「
国
民
党
」
と
「
政
府
」
と
い
う
言
葉
を
め
ぐ
っ
て
合
意

に
達
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
蒋
介
石
は
、
南
京
の
孔
祥
熙

邸
に
会
議
を
召
集
し
た
が
、
そ
の
際
わ
が
方
が
折
れ
て
「
政
府
」
と
い
う

語
を
用
い
る
こ
と
に
同
意
し
た
こ
と
に
よ
り
、
宜
言
を
め
ぐ
る
交
渉
は
よ

う
や
く
終
了
し
た
。
九
月
二
十
二
日
、
国
民
党
中
央
通
訊
社
は
、
「
中
国
共

産
党
の
国
共
合
作
を
公
布
す
る
宜
言
」
と
い
う
文
害
を
公
表
し
、
二
十
三

日
、
蒋
介
石
は
、
鷹
山
に
お
い
て
中
国
共
産
党
を
承
認
す
る
談
話
を
発
表

し
た
。
陳
布
雷
の
起
草
し
た
こ
の
蒋
介
石
談
話
は
、
歴
史
を
歪
曲
し
、
国

民
党
が
い
か
に
一
貫
し
て
一
＿
＿
民
主
義
を
堅
持
し
て
き
た
か
を
大
い
に
吹
聴

し
、
名
指
し
で
は
な
い
が
、
わ
が
党
が
一
＿
一
民
主
義
に
対
し
て
、
「
心
か
ら

一
致
し
た
信
念
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ず
、
民
族
の
危
機
に
対
し
て
も
深
い

認
識
を
欠
い
て
い
た
」
な
ど
と
批
判
を
加
え
た
。
ま
た
、
己
れ
の
み
尊
し

と
す
る
主
義
（
自
大
主
義
）
を
以
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
勢
力
を
「
本
党
の

指
導
下
に
結
集
す
る
」
な
ど
と
号
令
し
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
談
話
は

つ
い
に
、
迫
ら
れ
て
、
内
戦
の
停
止
を
承
認
し
、
わ
が
党
の
地
位
を
承
認

す
る
こ
と
を
公
け
に
し
た
。
九
月
二
十
二
日
に
発
表
さ
れ
た
わ
が
党
の
宣

言
お
よ
び
蒋
介
石
の
二
十
三
日
の
談
話
を
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
し
て
、
わ
が

党
が
創
造
し
、
指
導
し
て
き
た
抗
日
民
族
統
一
戦
線
は
、
数
年
の
奮
闘
、
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(43) 

努
力
を
経
て
、
つ
い
に
正
式
に
形
成
さ
れ
た
。

抗
日
民
族
統
一
戦
線
の
形
成
は
、
き
わ
め
て
偉
大
な
意
義
を
持
っ
て
お

り
、
そ
れ
は
、
党
に
日
本
帝
国
主
義
と
戦
っ
て
勝
つ
最
も
強
力
な
武
器
を

手
に
入
れ
さ
せ
た
だ
け
で
な
く
、
党
と
人
民
の
革
命
勢
力
に
新
た
な
発
展

の
た
め
の
最
良
の
条
件
を
与
え
、
中
国
革
命
が
必
ず
や
飛
躍
的
発
展
を
と

げ
、
輝
か
し
い
勝
利
を
獲
得
す
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
を
指
し
示
し
た
。

(44) 

抗
日
民
族
統
一
戦
線
の
特
徴

抗
日
民
族
統
一
戦
線
は
、
新
し
い
歴
史
的
条
件
の
も
と
で
形
成
さ
れ
た

第
二
次
国
共
合
作
で
あ
り
、
当
時
の
世
界
の
反
フ
ァ
ッ
シ
ョ
統
一
戦
線
の

重
要
な
構
成
部
分
で
あ
っ
た
が
、
他
方
そ
れ
は
、
大
革
命
時
期
の
国
共
合

作
と
比
べ
、
ま
た
当
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
、
ス
ペ
イ
ン

等
の
国
々
の
反
フ
ァ
ッ
シ
ョ
人
民
戦
線
と
比
べ
て
、
そ
の
い
ず
れ
と
も
異

な
る
特
徴
を
持
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
特
徴
を
研
究
す
る
こ
と
は
、
統
一

戦
線
工
作
に
お
い
て
党
が
現
実
か
ら
出
発
し
て
、
教
条
主
義
、
経
験
主
義

を
防
止
し
、
勝
利
を
収
め
る
た
め
の
闘
ぃ
に
と
っ
て
き
わ
め
て
重
要
な
意

義
を
持
っ
て
い
る
。

広
範
な
民
族
性
、
は
な
は
だ
し
く
大
き
な
不
均
衡
性

日
本
帝
国
主
義
が
、
中
国
全
体
を
減
亡
さ
せ
よ
う
と
し
、
ま
た
そ
の
侵

略
の
手
段
が
と
り
わ
け
野
蛮
で
残
酷
で
あ
っ
た
た
め
、
ご
く
少
数
の
漢
奸
、



売
国
奴
を
除
け
ば
、
農
民
か
ら
地
主
、
労
働
者
階
級
か
ら
親
英
米
派
の
買

弁
プ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
に
至
る
ま
で
、
抗
日
民
族
統
一
戦
線
に
含
ま
れ
な
い

’
 

も
の
は
な
か
っ
た
。

抗
日
民
族
統
一
戦
線
は
、
き
わ
め
て
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
い
た
が
、
各

構
成
員
の
力
は
は
な
は
だ
し
く
不
均
衡
で
あ
っ
た
。
国
民
党
は
全
国
的
な

政
権
と
数
百
万
の
軍
隊
を
擁
し
て
い
た
。
共
産
党
に
は
、
わ
ず
か
四
、
五

万
の
軍
隊
し
か
な
か
っ
た
。
そ
の
他
の
政
党
・
政
派
に
至
っ
て
は
、
そ
の

力
た
る
や
微
々
た
る
も
の
で
し
か
な
か
っ
た
。
こ
の
特
徴
は
、
統
一
戦
線

が
外
に
向
っ
て
は
民
族
闘
争
を
進
め
る
と
同
時
に
、
そ
の
内
部
に
は
重
大

な
階
級
的
衝
突
を
必
然
的
に
存
在
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
を
決
定
づ
け
た
が
、

こ
の
こ
と
は
、
党
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
し
て
階
級
闘
争
を
行
な
う
の
か
、

民
族
闘
争
と
階
級
闘
争
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
処
理
す
る
の
か
等
の
新
し

い
課
題
を
提
起
し
た
。
毛
沢
東
、
劉
少
奇
等
党
中
央
の
指
群
的
同
志
は
、

階
級
闘
争
と
民
族
闘
争
の
一
致
性
の
原
則
に
つ
い
て
、
ま
た
、
統
一
戦
線

に
お
け
る
統
一
も
す
れ
ば
独
立
も
す
る
、
連
合
も
す
れ
ば
闘
争
も
行
な
う
、

談
歩
は
拒
否
し
な
い
が
人
民
の
根
本
的
利
益
や
独
立
自
主
は
損
わ
な
い
、

等
々
の
原
則
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
最
も
望
ま
し
い
形
で
解
決
し

こ。t
 

政
権
を
持
ち
、
軍
隊
を
持
つ
合
作

抗
日
民
族
統
一
戦
線
は
、
国
共
合
作
を
基
礎
と
し
な
が
ら
も
、
両
党
は

2
 

抗
日
民
族
統
一
戦
線
の
形
成
と
そ
の
特
徴
（
池
田
）

六
六
三
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そ
れ
ぞ
れ
自
己
の
軍
隊
と
政
権
を
持
っ
て
い
た
。
こ
の
点
で
は
、
当
時
の

ス
ペ
イ
ン
の
人
民
戦
線
と
似
た
所
が
あ
っ
た
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
人
民
戦
線

や
第
一
次
国
共
合
作
と
は
異
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
中
国
の
特
殊
な
歴

史
的
条
件
と
社
会
的
条
件
と
が
作
り
出
し
た
も
の
で
、
大
革
命
敗
退
後
、

蒋
介
石
が
革
命
的
人
民
を
残
酷
に
虐
殺
し
、
十
年
の
内
戦
を
行
な
っ
た
結

果
で
あ
っ
た
。
歴
史
の
経
験
は
、
そ
れ
が
欠
点
で
も
あ
り
、
ま
た
、
優
れ

た
点
で
も
あ
っ
た
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。
も
し
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト

が
自
己
の
武
装
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
プ
ロ
レ
ク
リ
ア
ー
ト
自

身
の
地
位
は
な
か
っ
た
し
、
革
命
の
勝
利
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
特
徴
は
、
統
一
戦
線
に
お
い
て
、
軍
隊
と
政
権
の
問
題
を
め
ぐ
っ

て
鋭
い
闘
争
が
必
然
的
に
存
在
す
る
こ
と
、
は
な
は
だ
し
い
場
合
に
は
、

武
装
闘
争
の
形
態
を
と
っ
て
表
面
化
す
る
こ
と
も
あ
り
う
る
と
い
う
こ
と

を
決
定
づ
け
た
。
こ
の
こ
と
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
軍
隊
を
発
展
さ
せ
る

の
か
、
ど
の
よ
う
に
し
て
根
拠
地
政
権
を
拡
大
す
る
の
か
、
ど
の
よ
う
に

し
て
国
民
党
と
軍
事
お
よ
び
政
権
を
め
ぐ
る
削
争
を
行
な
う
の
か
、
と
い

っ
た
問
題
を
提
起
し
た
。
党
中
央
が
、
こ
の
分
野
で
の
一
述
の
闘
い
の
原

則
を
正
確
に
定
め
た
こ
と
に
よ
り
、
八
年
の
抗
戦
の
な
か
で
国
民
党
の
三

(45) 

度
の
反
共
の
高
ま
り
を
撃
退
し
、
八
路
軍
、
新
四
軍
を
発
展
さ
せ
、
抗
戦

を
堅
持
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。



第
一
次
国
共
合
作
は
、
孫
中
山
が
絶
望
の
な
か
で
共
産
党
を
探
し
あ
て
、

(46) 

他
方
共
産
党
も
「
ニ
・
七
ス
ト
」
敗
北
の
後
、
孫
中
山
と
い
う
、
人
び
と

に
よ
く
知
ら
れ
た
革
命
の
旗
を
認
識
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
両
党
が
合
作

し
、
新
し
い
歴
史
を
開
拓
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
新
た
な

敵
対
関
係
や
旧
怨
と
い
っ
た
も
の
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
第
二
次
国
共

合
作
の
時
に
は
、
国
共
両
党
は
す
で
に
三
年
の
合
作
お
よ
び
十
年
の
分
裂

と
戦
争
を
経
て
き
て
い
た
。

+
―
―
一
年
の
歴
史
は
費
重
な
教
材
で
あ
っ
た
が
、
そ
こ
か
ら
汲
み
と
っ
た

経
験
と
教
訓
は
、
人
に
よ
り
ま
っ
た
く
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
十
三
年

の
歴
史
は
、
党
と
人
民
を
深
く
教
育
し
、
統
一
戦
線
が
な
け
れ
ば
中
国
革

命
は
無
論
勝
利
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
、
統
一
戦
線
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、

も
し
党
が
統
一
戦
線
に
お
い
て
巧
み
に
闘
争
を
進
め
な
か
っ
た
な
ら
ば
革

命
は
や
ほ
り
敗
北
す
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
を
か
れ
ら
に
理
解
さ
せ
た
。

こ
れ
ら
の
貴
重
な
経
験
は
、
新
し
い
合
作
に
お
い
て
非
常
に
役
に
立
っ
た
。

し
か
し
、
党
内
の
一
部
の
人
び
と
は
、
反
対
に
過
去
の
経
験
と
教
訓
を
一

面
的
に
総
括
し
、
革
命
の
指
導
権
を
蒋
介
石
に
差
し
出
し
た
り
、
あ
る
い

は
ま
た
、
新
し
い
国
共
合
作
に
疑
い
を
抱
い
た
り
し
た
。
こ
れ
は
、
党
内

の
新
し
い
降
伏
主
義
と
新
し
い
左
粟
日
和
見
主
義
思
潮
発
生
の
重
要
な
根

3
 作

一
年
の
合
作
お
よ
び
十
年
の
分
裂
と
戦
争
を
経
て
の
再
度
の
合

立
命
館
法
学

一
九
八
二
年
五
・
六
号

統
一
戦
線
の
組
織
形
態
と
共
同
網
領
の
な
い
合
作

国
共
合
作
に
よ
っ
て
八
年
の
抗
戦
を
行
な
っ
た
が
、
始
め
か
ら
終
り
ま

で
、
統
一
戦
線
の
固
定
し
た
組
織
形
態
が
な
く
、
話
し
合
い
で
一
致
し
た

共
同
網
領
と
い
う
も
の
も
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
合
作
は
、
中
国
近
代

史
上
で
も
き
わ
め
て
ま
れ
で
あ
り
、
外
国
の
歴
史
の
う
え
で
も
先
例
を
探

す
こ
と
は
難
し
い
。
周
恩
来
同
志
は
、
こ
の
よ
う
な
合
作
を
「
東
方
形

式
」
と
称
し
て
い
た
。

4
 

源
で
あ
っ
た
。
国
民
党
内
の
左
派
は
、
国
共
分
裂
は
中
国
に
対
す
る
帝
国

主
義
の
支
配
を
利
す
る
だ
け
だ
と
い
う
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
い
た
の
で
、

(47) 

ま
た
、
孫
中
山
の
新
三
民
主
義
の
実
現
、
独
立
・
窪
強
の
中
国
の
樹
立
を

心
よ
り
望
ん
で
い
た
の
で
、
国
共
の
第
二
次
合
作
に
積
極
的
に
賛
成
し
、
｀

こ
れ
を
援
助
し
た
。
蒋
介
石
を
代
表
と
す
る
国
民
党
内
の
頑
固
勢
力
が
抗

日
民
族
統
一
戦
線
に
参
加
し
た
の
は
、
ま
っ
た
＜
迫
ら
れ
て
の
こ
と
で
あ

っ
た
の
で
あ
り
、
か
れ
ら
は
抗
戦
中
、
共
産
党
を
弱
め
、
消
減
さ
せ
る
こ

と
を
片
時
も
忘
れ
た
こ
と
が
な
く
、
そ
れ
が
で
き
な
け
れ
ば
「
死
ん
で
も

死
に
き
れ
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
抗
日
民
族
統
一
戦
線
に
お
け

る
、
は
な
は
だ
し
く
錯
綜
し
、
複
雑
な
闘
争
の
局
面
に
直
面
し
た
時
、
党

内
外
に
お
い
て
正
し
い
闘
い
を
進
め
た
か
ら
こ
そ
、
党
は
抗
日
民
族
統
一

戦
線
を
強
化
、
拡
大
し
、
抗
戦
の
最
終
的
な
勝
利
を
か
ち
と
る
こ
と
が
で

き
た
の
で
あ
る
。

六
六
四

(
-
―
八
）



こ
の
不
完
全
な
合
作
の
状
態
は
、
ま
っ
た
＜
蒋
介
石
が
作
り
出
し
た
も

の
で
あ
っ
た
。
中
国
共
産
党
は
か
つ
て
、
民
族
連
盟
と
い
う
形
態
を
と
っ

て
合
作
を
行
な
う
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
民
主
の
原
則
に
の
っ
と
っ
て
各
党

派
が
若
干
名
の
代
表
を
選
出
し
、
中
央
と
地
方
の
委
員
会
を
組
織
し
、
共

同
網
領
に
猜
づ
い
て
活
動
を
行
な
う
と
い
う
こ
と
を
提
案
し
た
。
民
族
連

盟
に
参
加
し
た
各
党
派
は
、
自
己
の
組
織
上
の
独
立
性
を
保
持
す
る
の
で

あ
る
。
蒋
介
石
は
、
国
民
革
命
同
盟
会
の
結
成
を
提
案
し
た
が
、
か
れ
を

主
席
に
す
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
な
く
、
最
終
決
定
権
を
保
有
す
る
と
い

う
こ
と
ま
で
も
要
求
し
た
。

中
国
共
産
党
は
国
民
党
に
対
し
て
、
改
革
後
各
党
派
は
国
民
党
に
加
入

し
、
党
内
合
作
を
行
な
う
こ
と
、
各
党
は
ひ
き
つ
づ
き
そ
の
独
立
性
を
保

持
す
る
と
い
う
こ
と
を
提
案
し
た
。
蒋
介
石
は
と
い
え
ば
、
国
民
党
に
参

加
す
る
前
提
は
ま
ず
各
党
派
を
解
消
す
る
か
、
あ
る
い
は
も
と
の
組
織
か

ら
の
脱
退
声
明
を
出
す
こ
と
だ
、
と
考
え
た
。
か
れ
は
、
国
民
党
と
い
う

名
称
は
変
え
て
も
よ
い
が
、
二
重
党
籍
に
よ
る
合
作
（
跨
党
合
作
）
に
ぱ

あ
く
ま
で
も
反
対
で
あ
る
、
と
言
っ
た
。

中
国
共
産
党
は
ま
た
、
国
共
両
党
委
員
会
、
遊
繋
戦
区
両
党
合
同
委
員

会
、
戦
地
党
・
政
委
員
会
等
々
の
組
織
を
作
り
、
統
一
戦
線
の
事
務
を
処

理
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
が
、
い
ず
れ
も
具
体
的
な
成
果
を
得
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
。抗

日
民
族
統
一
戦
線
の
形
成
と
そ
の
特
徴
（
池
田
）

ハ
六
五

こ
の
外
わ
が
党
は
、
民
族
政
治
参
議
院
を
樹
立
す
る
こ
と
、
ま
た
＿
―
-
民

(48) 

主
義
者
年
団
を
統
一
戦
線
の
組
織
形
態
と
す
る
等
と
い
っ
た
こ
と
を
提
案

し
た
が
、
こ
れ
ら
も
ま
た
、
い
ず
れ
も
実
現
し
な
か
っ
た
。

抗
戦
開
始
後
、
蒋
介
石
は
、
人
民
に
つ
き
あ
げ
ら
れ
て
、
国
民
参
政
会

(49) 

を
、
省
・
県
に
は
参
議
会
を
作
っ
た
。
し
か
し
か
れ
は
、
終
始
参
政
会
は

単
な
る
諮
問
機
関
に
す
ぎ
ず
、
民
意
機
関
で
は
な
い
と
規
定
し
て
い
た
。

参
政
会
の
決
議
は
、
た
だ
国
民
党
政
府
の
参
考
に
供
さ
れ
る
だ
け
で
、
政

府
に
対
し
て
は
い
か
な
る
拘
束
力
も
持
た
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
国
民

参
政
会
で
さ
え
、
の
ち
に
悌
介
石
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
ま

し
て
省
・
県
の
参
議
会
に
至
っ
て
は
、
形
だ
け
の
も
の
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

抗
日
民
族
統
一
戦
線
が
、
組
織
形
態
の
う
え
で
合
意
を
か
ち
と
れ
な
か

っ
た
根
本
原
因
は
、
蒋
介
石
が
実
質
的
に
共
産
党
を
承
認
し
よ
う
と
し
な

か
っ
た
こ
と
に
あ
っ
た
。
蒋
介
石
は
か
つ
て
、
共
産
党
を
国
民
党
に
吸
収

し
て
―
つ
の
組
織
に
し
て
し
ま
う
こ
と
は
自
分
の
沢
任
で
あ
る
と
公
然
と

語
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
か
れ
に
と
っ
て
は
死
活
の
問
題
で

あ
り
、
こ
の
目
的
を
果
す
こ
と
が
で
き
な
い
な
ら
ば
、
死
ん
で
も
安
ら
か

に
な
れ
な
い
、
と
言
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
意
見
は
死
ぬ
ま
で
変
ら

な
い
な
ど
と
も
言
っ
て
い
た
。
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
フ
ァ
ッ
シ
ョ
思
想
に

指
濁
さ
れ
て
三
八
年
に
、
国
民
党
支
配
地
区
に
お
い
て
「
―
つ
の
主
義
、

―
つ
の
政
党
、
一
人
の
指
避
者
、
一
っ
の
政
府
‘
―
つ
の
軍
隊
」
と
い
う

(
-
―
九
）



立
命
館
法
学

熱
狂
的
な
騒
ぎ
が
ま
き
起
こ
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

抗
日
民
族
統
一
戦
線
の
共
同
網
領
に
つ
い
て
わ
が
党
は
、
か
つ
て
相
い

前
後
し
て
「
国
共
両
党
抗
日
救
国
協
定
草
案
」
、
「
民
族
統
一
網
領
草
案
」
、

(50) 

「
中
華
民
族
抗
日
救
国
綱
領
草
案
」
を
提
出
し
た
が
、
い
ず
れ
も
国
民
党

の
承
認
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
後
わ
が
党
は
、
国
共
両
党

で
合
作
宜
言
を
発
表
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
が
、
こ
れ
も
ま
た
蒋
介
石
に

よ
っ
て
拒
否
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
国
共
両
党
は
、
ど
ち
ら
も
三
民
主
義
が

抗
戦
時
期
の
両
党
合
作
の
政
治
的
基
礎
で
あ
る
こ
と
を
承
認
し
て
い
た
が
、

三
民
主
義
の
解
釈
に
つ
い
て
は
両
党
間
で
異
な
っ
て
い
た
だ
け
で
な
く
、

国
民
党
内
で
も
蒋
介
石
の
三
民
主
義
、
注
精
衛
の
＿
―
-
民
主
義
等
々
が
あ
っ

(
5
1
)
 

こ。ナ
国
共
両
党
が
、
合
作
の
組
織
形
態
、
網
領
に
関
し
て
始
め
か
ら
終
り
ま

で
一
致
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
敢
後
に
は
、
特
殊
な
形
態
を
と
っ
て
共
通

の
事
務
を
処
理
す
る
ほ
か
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
す
な
わ
ち
、
固
定
し
た
形

態
が
な
く
、
成
文
の
網
領
が
な
く
、
問
題
が
起
こ
る
毎
に
話
し
合
う
、
と

い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
王
明
の
新
降
伏
主
義
は
、
抗
日
民
族
統
一
戦
線
の

以
上
の
よ
う
な
重
要
な
特
徴
を
見
き
わ
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、
フ
ラ
ン
ス

共
産
党
が
人
民
戦
線
の
な
か
で
提
起
し
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
中
国
に
機
械
的

に
持
ち
こ
ん
で
、
「
す
べ
て
は
統
一
戦
線
を
通
じ
て
」
、
「
す
べ
て
は
統
一

戦
線
に
従
え
」
と
主
張
し
て
、
自
ら
の
手
足
を
し
ば
っ
て
し
ま
っ
た
が
、

一
九
八
二
年
五
・
六
号

有
利
な
国
際
的
猿
撹

第
二
次
国
共
合
作
が
お
か
れ
た
国
際
的
珠
境
は
、
第
一
次
国
共
合
作
の

時
と
比
べ
て
、
非
常
に
大
き
な
相
違
が
あ
っ
た
。
第
一
次
国
共
合
作
の
時

は
、
す
べ
て
の
帝
国
主
義
国
が
中
国
革
命
を
敵
視
し
て
い
た
の
で
あ
り
、

最
後
に
は
、
か
れ
ら
は
連
合
し
て
中
国
革
命
を
攻
取
し
絞
殺
し
た
。
し
か

し
、
九
・
一
八
事
変
後
、
日
本
帝
国
主
義
の
侵
略
が
日
毎
に
中
国
内
に
広

が
り
、
英
、
米
の
利
益
を
強
く
脅
か
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
英
、
米
と
日

本
と
の
矛
盾
が
日
増
し
に
尖
鋭
に
な
っ
た
。
英
、
米
は
日
本
の
侵
略
を
容

認
す
る
立
場
か
ら
一
転
し
て
、
中
国
の
抗
戦
を
支
持
す
る
立
場
へ
と
変
わ

っ
た
。
当
時
ソ
連
は
、
中
国
の
抗
戦
を
支
持
し
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
国
際
的
現
撓
は
、
全
体
的
に
言
え
ば
中
国
人
民
の
抗
日
戦

争
に
有
利
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
当
時
の
諸
外
国
は
、
ど
こ
も
国
民
党
を

直
視
し
、
国
民
党
に
は
大
々
的
に
援
助
を
行
な
い
な
が
ら
、
共
産
党
の
指

滋
す
る
人
民
の
革
命
勢
力
を
軽
視
し
て
い
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
こ

の
こ
と
は
、
蒋
介
石
の
反
動
的
気
焔
を
あ
お
り
、
国
内
の
政
治
の
民
主
化

の
進
展
に
と
っ
て
不
利
で
あ
り
、
人
民
の
革
命
勢
力
の
発
展
を
妨
げ
た
。

抗
戦
後
期
に
な
る
と
、
英
、
米
帝
国
主
義
は
、
こ
と
も
あ
ろ
う
に
日
本
帝

国
主
義
に
と
っ
て
か
わ
っ
て
、
中
国
を
独
占
し
よ
う
な
ど
と
妄
想
し
た
。

新
し
い
国
際
的
環
境
は
、
党
が
一
方
で
国
際
面
で
の
有
利
な
要
素
を
釈
極

5
 

(52) 

）
れ
は
ま
っ
た
＜
誤
ま
っ
て
い
た
。

ハ
六
六
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抗
日
民
族
統
一
戦
線
の
形
成
と
そ
の
特
徴
（
池
田
）

的
に
利
用
し
て
国
際
統
一
戦
線
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
、
他
方
で
独
立
自
主
、

自
力
更
生
を
堅
持
し
て
、
国
際
面
で
の
否
定
的
要
索
と
闘
争
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
を
要
求
し
て
い
た
。

以
上
が
抗
日
民
族
統
一
戦
線
の
主
な
特
徴
で
あ
る
。
革
命
の
指
導
権
を

か
ち
と
り
、
革
命
の
陣
地
を
保
持
し
、
発
展
さ
せ
る
こ
と
、
抗
日
民
族
統

一
戦
線
を
強
化
し
拡
大
す
る
こ
と
、
抗
戦
の
勝
利
を
か
ち
と
る
こ
と
、
こ

れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
以
上
の
特
徴
に
対
す
る
認
識
と
密
接
に
か
か
わ
っ
て

い
た
。
毛
沢
東
同
志
を
代
表
と
す
る
党
中
央
は
、
そ
の
始
ま
り
か
ら
以
上

の
特
徴
お
よ
び
そ
の
特
徴
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
法
則
を
正
確
に
認
識
し
、

一
連
の
マ
ル
ク
ス
主
義
の
闘
争
戦
術
を
定
め
る
こ
と
を
通
じ
て
、
つ
い
に

自
己
の
偉
大
な
歴
史
的
任
務
を
完
う
し
、
日
本
帝
国
主
義
に
う
ち
勝
つ
と

と
も
に
、
人
民
の
勝
利
の
た
め
に
条
件
を
整
え
た
の
で
あ
る
。

（
安
井
三
吉
訳
）

(1)

「
中
華
ソ
ビ
ニ
ト
共
和
国
臨
時
中
央
政
府
、
対
日
宜
戦
通
龍
」
一
九
三
二
年

四
月
。

＠
「
中
華
ソ
ビ
エ
ト
共
和
国
中
央
労
農
革
命
委
員
会
、
満
州
事
変
に
対
す
る
宜

言
」
一
九
三
一
年
九
月
。

③
「
中
央
の
満
州
各
級
党
部
及
び
全
党
員
に
与
え
る
お
簡
」
一
九
三
三
年
一
月

二
十
六
日
。

3

「
一
九
路
軍
兵
士
と
の
談
話
記
録
」
、
『
紅
旗
周
報
』
第
三
五
期
C

-
E
3
-

、
た
だ
ち
に
ソ
ビ
ニ
，
r
区
域
に
対
す
る
進
攻
を
停
止
す
る
こ
と
。
二
、
た

ハ
六
七

だ
ち
に
民
衆
の
民
主
的
権
利
、
た
と
え
ば
北
会
、
結
社
、
言
論
、
ス
ト
ラ
イ

キ
、
出
版
な
ど
の
日
111を
保
船
す
る
こ
と
。
―
―
-
、
た
た
ち
に
民
衆
を
武
装
し
て

義
勇
軍
を
創
設
し
、
中
困
を
防
衛
し
、
中
国
の
独
立
と
統
一
お
よ
び
領
土
の
保

全
の
た
め
に
闘
う
こ
と
。

'
⑤
『
紅
色
中
華
』
第
一
三
三
期
の
稲
建
事
変
に
関
す
る
報
迫
．

ct
「
中
共
中
央
の
福
建
事
変
に
対
し
て
全
国
の
民
衆
に
告
げ
る
甚
」
一
九
三
三

年
十
二
月
五
日
。

R
「
中
華
ソ
ビ
エ
ト
共
和
国
中
央
政
府
の
福
建
事
変
に
対
す
る
宜
言
」
『
紅
色

中
華
』
第
一
四
九
期
。

.
R
-
、
す
べ
て
の
陸
海
空
軍
を
対
日
戦
争
に
総
動
員
す
る
こ
と
。
二
、
す
ぺ
て

の
人
民
を
総
動
員
す
る
こ
と
。
三
、
す
べ
て
の
人
民
を
総
武
装
す
る
こ
と
。

四
、
た
だ
ち
に
方
法
を
諧
じ
て
抗
日
経
費
〔
の
問
題
〕
を
解
決
す
る
こ
と
．

五
、
労
慟
者
、
農
民
、
軍
人
、
学
生
、
実
業
界
の
代
表
の
選
挙
に
よ
っ
て
全
中

国
民
族
武
装
自
衛
委
員
会
を
結
成
し
、
全
国
人
民
の
武
装
抗
日
の
総
指
導
機
関

と
す
る
こ
と
。
六
、
日
本
帝
囚
主
義
の
す
へ
て
の
放
と
述
合
し
、
共

1
し
て

H

本
帝
画
主
義
を
打
倒
す
る
こ
と
。

⑲
「
中
央
の
西
安
事
変
お
よ
ひ
我
々
の
任
務
に
つ
い
て
の
指
示
」
一
九
三
六
年

十
二
月
十
九
日
。

⑪
-
、
全
国
の
各
党
・
各
派
・
各
界
・
各
軍
の
抗
LI
救
国
代
表
大
会
を
召
北
し

て
、
対
日
抗
戦
を
決
定
し
、
国
防
政
府
と
抗
日
述
軍
を
組
織
す
る
こ
と
。
―
-
‘

張
、
揚
の
討
伐
と
紅
軍
に
対
す
る
攻
撃
を
行
な
お
う
と
し
て
い
る
中
央
軍
を
、

す
べ
て
晋
綬
〔
山
西
・
綬
遠
〕
の
前
線
に
削
援
と
し
て
投
入
し
、
紅
軍
・
東
北

軍
お
よ
び
一
七
路
軍
の
抗
H
要
求
を
承
認
す
る
こ
と
。
一
二
、
す
べ
て
の
内
戦
を

倅
止
し
、
一
致
抗
日
す
る
こ
と
。
四
、
人
民
の
抗
日
救
困
迎
動
を
規
制
せ
す
、

は
論
・
北
会
・
結
社
の
〔
自
由
と
い
う
〕
民
主
的
権
利
を
承
認
し
、
す
ぺ
て
の

（
ー
ニ
―
)
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政
治
犯
お
よ
び
上
海
の
愛
国
的
指
荘
者
を
沢
放
す
る
こ
と
。
五
、
孫
中
山
の
一
―
―

大
政
策
を
実
現
す
る
こ
と
。

⑫
た
だ
ち
に
双
方
の
停
戦
を
実
施
し
、
中
央
軍
は
沌
関
以
東
に
撤
退
す
る
こ

と
。
南
京
政
府
を
改
組
し
て
、
親
日
派
を
追
放
し
、
抗
日
分
子
を
加
入
さ
せ
る

こ
と
。
政
治
犯
を
釈
放
し
、
民
主
的
権
利
を
保
悴
す
る
こ
と
。
「
共
産
党
包
囲

討
伐
作
戦
」
を
停
止
し
、
紅
軍
と
述
合
し
て
抗
日
を
行
な
い
、
共
産
党
の
合
法

活
動
〔
を
認
め
る
こ
と
〕
。
各
党
・
各
派
・
各
界
・
各
軍
に
よ
る
救
国
会
議
を

召
染
す
る
こ
と
。
抗
日
に
同
俯
を
寄
せ
る
諸
国
と
提
携
す
る
こ
と
。

⑱
「
蒋
介
石
の
承
諾
の
言
葉
と
自
由
」
『
解
放
日
恨
』
（
編
著
）
一
九
四
五
年

十
月
。

⑪
五
項
目
の
要
求
一
、
す
ぺ
て
の
内
戦
を
停
止
し
、
国
力
を
結
集
し
て
、
一

致
し
て
外
敵
に
あ
た
る
こ
と
。
二
、
言
論
、
染
会
、
結
社
の
自
由
を
保
証
し
、

す
べ
て
の
政
治
犯
を
釈
放
す
る
こ
と
。
三
、
各
党
・
各
派
・
各
界
・
各
軍
の
代

表
者
会
議
を
召
染
し
、
全
国
の
人
材
を
結
集
し
て
共
に
救
国
に
あ
た
る
こ
と
C

四
、
対
日
抗
戦
の
あ
ら
ゆ
る
準
備
活
動
を
す
み
や
か
に
完
了
す
る
こ
と
。
五
、

人
民
の
生
活
を
改
善
す
る
こ
と
。

四
項
目
の
保
証
一
、
全
国
的
範
囲
で
、
国
民
政
府
を
く
つ
が
え
そ
う
と
す

る
武
装
暴
動
の
方
針
を
停
止
す
る
こ
と
。
二
、
労
農
政
府
は
中
華
民
国
特
別
地

区
政
府
と
改
称
し
、
紅
軍
は
国
民
革
命
軍
と
改
称
し
て
、
直
接
南
京
中
央
政
府

と
軍
事
委
員
会
の
指
媒
を
受
け
る
こ
と
e

―
―
-
、
特
別
地
区
政
府
の
区
域
内
に
お

い
て
、
普
通
選
挙
に
よ
る
徹
底
的
な
民
主
制
度
を
実
現
す
る
こ
と
。
四
、
地
主

の
土
地
を
没
収
す
る
政
策
を
停
止
し
、
断
乎
と
し
て
抗
日
民
族
統
一
戦
線
の
共

同
綱
領
を
実
行
す
る
こ
と
。

⑮
宜
川
、
鄭
県
、
洛
川
、
泣
化
、
拘
邑
、
正
寧
、
寧
県
、
合
水
、
唆
陽
、
西
昨

鋲
、
鋲
原
、
預
旺
、
環
県
、
塩
池
、
定
辺
、
安
辺
、
靖
辺
、
横
山
、
米
脂
、
綬

一
九
八
二
年
五

・1
ハ
号

(
―
ニ
―
-
）

徳
、
消
澗
、
股
県
、
呉
堡
、
神
府
、
延
川
、
延
長
。

(

1

)

一
九
三
一
年
一
月
の
中
共
六
期
四
中
全
会
か
ら
三
五
年
一
月
の
遵
義
会
議

ま
で
の
問
、
中
国
共
産
党
を
支
配
し
た
路
線
で
王
明
路
線
と
も
い
う
。
こ
の
路

線
に
対
す
る
中
共
と
し
て
の
公
式
の
総
括
に
つ
い
て
は
、
六
期
七
中
全
会
（
四

五
年
四
月
）
の
「
関
於
若
干
歴
史
問
題
的
決
議
」
（
『
毛
沢
東
選
渠
』
第
三
巻
、

人
民
出
版
社
、
六
一
年
）
参
照
。
も
っ
と
も
王
明
は
、
三
一
年
秋
か
ら
三
七
年

十
一
月
ま
て
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
駐
在
の
中
共
代
表
と
し
て
モ
ス
ク
ワ
に
あ
っ
て
、

実
際
上
は
博
古
（
泰
邦
憲
）
が
指
蒋
し
て
い
た
の
で
、
王
明
・
博
古
路
線
と
も

称
さ
れ
て
い
る
。

(
2
)

九
・
一
八
事
変
と
は
満
州
事
変
、
一
・
ニ
八
事
変
と
は
第
一
次
上
海
事
変

を
指
す
。
一
・
ニ
八
事
変
に
お
け
る
中
共
の
対
応
を
示
す
も
の
と
し
て
は
「
関

於
―
二
八
事
変
的
決
議
」
（
三
二
年
二
月
二
十
六
日
）
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い

る
が
未
見
。
同
日
付
の
中
共
中
央
「
請
府
反
日
戦
争
如
何
能
移
得
到
勝
利
」
が

そ
れ
で
は
あ
る
ま
い
か
と
の
推
測
も
あ
る
（
日
本
国
際
問
題
研
究
所
中
国
部
会

編
『
中
国
共
産
党
史
沢
料
集
』
5
、
勁
草
杏
房
、
七
二
年
、
五
七
九
頁
、
以
下

『
党
史
安
料
媒
』
と
略
称
）
。

(

3

)

三
三
年
二
月
、
関
東
軍
は
熱
河
作
戦
を
発
動
し
、
熱
河
省
全
域
を
占
領
す

る
と
と
も
に
、
察
東
（
察
暗
爾
省
東
部
）
、
英
東
（
河
北
省
東
部
）
に
も
佼
入

し
た
。
五
月
下
句
、
張
家
口
に
お
い
て
、
鴻
玉
祥
、
方
振
武
お
よ
び
吉
鴻
昌

（
共
産
党
員
）
ら
は
、
旧
西
北
軍
を
主
体
と
す
る
民
衆
抗
日
同
盟
軍
を
組
織
し

て
関
東
軍
と
闘
っ
た
(
+
月
頃
ま
で
）
。
こ
こ
で
、
日
本
の
華
北
佼
略
が
、
三

三
年
初
め
に
開
始
さ
れ
た
、
と
し
て
い
る
点
に
注
意
。

(
4
）
一
―
-
三
年
十
一
月
、
一
九
路
軍
の
指
導
者
陳
銘
枢
、
蒋
光
賄
、
察
廷
錯
お

よ
び
李
済
深
ら
は
、
福
州
に
「
中
華
共
和
国
人
民
革
命
政
府
」
（
福
建
人
民
政

六
六
八



府
）
を
樹
立
し
た
が
、
翌
三
四
年
一
月
、
蒋
介
石
軍
の
攻
繋
を
受
け
て
崩
壊
し

こ。t
 

(

5

)

宋
疫
齢
の
死
去
に
際
し
て
発
表
さ
れ
た
新
華
社
「
宋
脱
齢
同
志
仰
大
光
栄

的
一
生
」
（
『
人
民
日
報
』
八
一
年
五
月
三
十
一
日
）
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て

「
一
九
三
四
年
、
中
国
共
産
党
提
出
《
抗
日
救
国
六
大
綱
領
〉
、
経
宋
慶
齢
等
答

名
公
布
」
と
記
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
中
共
中
央
「
為
日
本
帝
国
主
義
対
華

北
進
攻
告
民
衆
笞
」
（
三
四
年
四
月
十
日
、
『
党
史
査
料
集
』
7
)
、
「
六
大
綱

領
」
そ
し
て
「
中
国
人
民
対
日
作
戦
的
基
本
綱
領
」
の
三
者
の
発
表
の
時
期
、

経
過
、
と
く
に
宋
疫
齢
の
役
割
に
つ
い
て
は
い
っ
そ
う
の
検
討
が
必
要
で
あ
ろ

二つ

(

6

)

三
五
年
一
月
十
二
日

1
十
八
日
（
「
遵
義
会
議
」
『
人
民
日
報
』
八

0
年

四
月
十
一
日
）
、
長
征
途
上
の
黄
州
省
遵
義
で
開
か
れ
た
中
共
中
央
政
治
局
拡

大
会
議
。
こ
こ
で
李
良
志
氏
が
、
統
一
戦
線
戦
術
形
成
と
の
関
連
で
同
会
議
の

位
骰
づ
け
を
行
な
っ
て
い
る
点
が
注
意
さ
れ
る
。

(
7
）
一
―
-
五
年
の
日
本
に
よ
る
「
華
北
分
離
工
作
」
に
か
か
わ
る
一
連
の
事
件
の

総
称
。
究
察
政
務
委
員
会
設
匠
等
国
民
党
側
の
対
応
も
含
め
て
}
,
J

の
よ
う
に
呼

ば
れ
て
↑
る
（
中
共
中
央
毛
沢
東
選
集
出
版
委
員
会
編
『
毛
沢
東
選
渠
』
第
一

巻
、
人
民
出
版
社
、
六
一
年
、
二
五
五
頁
、
注
一
参
照
）

(

8

)

コ
ミ
ン
テ
ル
ン
第
七
回
大
会
に
出
席
し
て
い
た
「
王
明
が
起
雄
し
、
ス
ク

ー
リ
ン
、
デ
ィ
ミ
ト
ロ
フ
の
同
慈
の
下
で
発
表
さ
れ
た
」
（
向
脊
「
関
於
共
産

国
際
和
中
国
革
命
問
題
」
『
北
京
大
学
学
報
（
哲
学
社
会
科
学
版
）
』
七
九
年

第
六
期
、
三
四
頁
）
も
の
と
い
う
。

(

9

)

た
と
え
ば
胡
華
主
編
『
中
国
革
命
史
講
義
』
上
（
中
国
人
民
大
学
出
版

社
、
八

0
年
）
で
は
、
「
（
八
・
一
）
宜
言
の
欠
点
は
階
級
分
析
を
欠
い
て
い

た
こ
と
で
あ
る
。
毛
沢
東
同
志
は
、
同
年
十
二
月
に
発
表
し
た
『
日
本
帝
国
主

抗
日
民
族
統
一
戦
線
の
形
成
と
そ
の
特
徴
（
池
田
）

六
六
九
（
ー
ニ
―
―
-
）

義
に
反
対
す
る
戦
術
に
つ
い
て
』
と
い
う
論
文
に
お
い
て
、
こ
の
欠
点
を
是
正

し
た
」
（
三
九
七
頁
）
と
し
て
い
る
。

(
1
0
)
-
―-0年
代
前
半
の
「
左
爽
日
和
見
主
汲
路
線
」
と
毛
沢
東
の
思
想
と
の
関

係
に
つ
い
て
の
、
こ
の
よ
う
な
評
価
は
典
味
深
い
。

(
1
1
)
 

n
ミ
ン
テ
ル
ン
第
七
回
大
会
の
決
定
と
精
神
が
、
毛
沢
東
や
周
恩
来
等
に

直
接
伝
達
さ
れ
る
の
は
、
モ
ス
ク
ワ
か
ら
モ
ン
ゴ
ル
を
経
て
狭
北
に
辿
り
つ
い

た
張
浩
（
林
育
英
）
に
よ
っ
て
で
あ
っ
た
。
三
五
年
十
二
月
の
こ
と
で
、
瓦
客
堡

会
議
は
こ
れ
に
続
い
て
開
か
れ
た
（
王
伯
寿
等
「
忠
心
為
国
、
雖
死
柑
栄
ー
~

恢
念
張
浩
同
志
」
『
人
民
日
報
』
八
二
年
三
月
十
日
）
．

(
1
2
)

「
華
北
五
省
」
と
は
、
察
吟
爾
、
綬
遠
、
河
北
、
山
西
、
山
東
を
指
す
。

「
自
治
」
と
は
、
国
民
政
府
に
対
す
る
「
自
治
」
の
こ
と
、
「
華
北
分
離
工

作
」
の
別
称
。

(
1
3
)

「
瓦
客
堡
会
議
以
降
、
党
の
中
心
任
務
は
上
か
ら
の
統
一
戦
線
工
作
を
展

開
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
」
と
い
う
指
摘
は
、
本
論
文
が
初
め
て
の
も
の
で
あ
ろ

う
。
た
し
か
に
、
同
会
議
の
決
議
「

OO於
目
前
政
治
形
勢
与
党
的
任
務
決
議
」

（
＝
一
五
年
十
二
月
二
十
五
日
）
に
は
、
「
只
有
姫
広
迂
的
反
日
民
族
統
一
戦
線

（
下
図
的
与
上
庖
的
）
、
オ
能
戦
勝
日
本
帝
国
主
義
及
其
走
狗
藤
介
石
」
（
竹

内
実
監
修
『
毛
沢
東
兆
』
5
、
北
望
社
、
七

0
年
、
二
四
頁
、
以
下
『
毛
沢
東

梨
』
と
略
称
）
と
あ
っ
て
、
「
最
も
広
範
な
反
日
民
族
統
一
戦
線
」
の
な
か
に

「
上
か
ら
の
」
統
一
戦
線
を
含
め
て
い
る
が
、
そ
れ
が
「
中
心
任
務
」
で
あ
る

と
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
し
、
ま
た
そ
の
「
上
か
ら
の
」
統
一
戦
線
の
な
か
に

日
本
帝
国
主
義
の
「
走
狗
蒋
介
石
」
は
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
は
、
い
っ
そ
う

確
か
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

楊
奎
松
論
文
で
は
、
「
為
了
利
用
国
民
党
内
部
矛
盾
、
推
動
和
建
立
抗
日
民

族
統
一
戦
線
、
党
中
央
和
各
地
党
組
織
積
極
開
展
了
上
層
統
一
戦
線
工
作
」
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（
八
二
頁
）
と
位
匠
づ
け
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
理
解
は
、
本
論
文
の
そ
れ
と

は
微
妙
な
点
で
食
い
違
う
。
な
お
、
瓦
客
堡
会
議
の
決
議
は
、
「
土
地
革
命
と

民
族
革
命
を
結
合
せ
よ
」
、
「
国
内
戦
争
と
民
族
戦
争
を
結
合
せ
よ
」
（
『
毛
沢

東
集
』

5
、
四

0
頁
）
と
呼
び
か
け
て
い
る
。
こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
い
わ

ば
、
ソ
ビ
ニ
ト
革
命
と
抗
日
民
族
統
一
戦
線
と
を
結
合
せ
よ
、
と
言
う
に
等
し

い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
容
易
な
課
題
で
は
な
か
っ
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
瓦

密
堡
会
談
の
決
定
を
ど
う
理
解
し
、
位
骰
づ
け
る
か
、
と
い
う
問
題
は
、
ま
だ

確
定
し
て
い
な
い
。

(14)

「
南
京
談
判
」
に
つ
い
て
は
、
呂
振
羽
「
南
京
談
判
的
始
末
」
（
『
新
華

月
報
（
文
献
版
）
』
八

0
年
十
月
、
原
載
『
群
衆
論
設
』
八

0
年
第
一
＿
一
期
）
に

詳
し
い
。
呂
の
回
想
と
本
論
文
と
の
問
の
異
同
に
つ
い
て
は
安
井
三
吉
「
新
民

主
主
義
革
命
史
研
究
ノ
ー
ト
」
（
『
近
き
に
在
り
て
』
1
、
八
一
年
八
月
）
参

照。
(15)

こ
の
全
文
は
、
『
党
史
資
料
狼
』

8
、
一
六
ニ
ー
六
八
頁
に
収
録
さ
れ
て

い
る
。
「
中
国
ト
ロ
ツ
キ
ー
主
義
者
同
盟
」
の
名
が
、
呼
び
か
け
の
対
象
の
な

か
に
見
え
る
の
が
注
慈
さ
れ
る
。

な
お
、
中
共
が
「
反
蒋
抗
日
」
か
ら
「
逼
蒋
抗
日
」
へ
と
転
換
す
る
う
え
で
、

こ
の
周
恩
来
・
張
学
良
会
談
が
重
要
な
契
機
と
な
っ
た
と
い
う
指
摘
が
、
李
新

「
西
安
事
変
初
探
」
（
『
歴
史
研
究
』
七
九
年
十
一
月
、
ニ
ニ
頁
）
に
見
え
る
。

参
考
ま
で
に
左
に
紹
介
し
て
お
こ
う
。

「
こ
の
会
談
に
お
い
て
張
学
良
は
、
連
合
抗
日
す
る
に
は
豚
介
石
に
反
対

す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
し
、
統
一
戦
線
に
は
蒋
介
石
も
含
め
る
ぺ
き
で
あ

る
と
提
起
し
た
。
周
恩
来
同
志
は
、
そ
の
窓
見
を
聞
い
て
、
中
央
に
持
ち
か

え
っ
て
検
討
し
て
み
る
と
答
え
た
。
わ
が
党
は
、
張
学
良
の
よ
う
に
、
連
合

抗
日
へ
向
け
て
す
で
に
巨
大
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
人
物
で
さ
え
、
反
賭
と

一
九
八
二
年
五
・
六
号

い
う
こ
と
を
受
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
い
る
し
、
も
し
、
こ
の
ま
ま
反

賭
を
統
け
て
い
け
ば
．
統
一
戦
線
を
拡
大
す
る
う
え
で
必
ず
や
印
害
が
生
ず

る
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
に
至
っ
た
。
そ
こ
て
、
わ
が
党
は
、
ま
も
な
く
し
て
、

「
反
蒋
抗
日
」
を
放
棄
し
て
「
辿
豚
抗
日
」
の
方
針
を
採
る
こ
と
に
し
た
。

(
1
6
)

三
六
年
二
月
、
映
西
の
紅
軍
は
、
黄
河
を
越
え
て
、
閻
錫
山
支
配
下
の
山

西
に
進
撃
し
た
。
豚
介
石
は
、
閻
支
援
の
一
方
、
山
西
の
中
央
化
を
狙
っ
て
中

央
軍
を
続
々
と
送
り
こ
ん
だ
。
紅
軍
は
、
中
央
軍
と
の
衝
突
を
回
避
す
る
た
め

に
、
五
月
、
山
西
か
ら
の
撤
退
に
踏
み
切
っ
た
。
こ
の
通
霜
は
そ
の
際
に
発
せ

ら
れ
た
も
の
で
、
通
称
「
五
・
五
通
電
」
と
い
う
。

中
共
の
抗
日
民
族
統
一
戦
線
政
策
の
形
成
と
い
う
点
か
ら
見
る
な
ら
ば
、

「
五
•
五
通
屯
」
か
ら
八
月
の
「
致
中
国
国
民
党
古
」
へ
の
間
の
出
来
事
と
し

て
は
、
次
の
二
つ
の
事
が
考
慮
さ
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

第
一
は
、
全
国
各
界
救
国
連
合
会
（
全
救
連
）
の
結
成
（
＿
―
-
六
年
五
月
）
と

「
抗
日
救
国
の
初
歩
的
政
治
綱
領
」
（
六
月
一
日
）
、
「
団
結
禦
侮
の
若
干
の
某

本
条
件
と
最
低
要
求
」
（
七
月
十
五
日
）
、
お
よ
び
後
者
に
対
す
る
毛
沢
東
の
返

事
で
あ
る
「
全
国
各
界
救
国
連
合
会
の
四
領
袖
に
宛
て
た
祁
簡
J

(
八
月
十
日
）

等
を
ど
う
位
匝
づ
け
る
の
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

第
二
は
、
六
月
に
勃
発
し
た
「
両
広
（
広
東
・
広
西
）
事
変
」
に
際
し
て
中

共
が
発
表
し
た
「
為
両
広
出
師
北
上
抗
日
宜
言
」
（
六
月
十
一
日
）
に
は
、
再

び
「
反
蒋
」
の
線
が
出
て
く
る
の
だ
が
、
こ
れ
を
全
体
の
流
れ
の
な
か
に
ど
う

位
低
づ
け
る
の
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

楊
奎
松
論
文
は
、
と
く
に
両
広
事
変
に
お
け
る
、
ソ
述
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン

（
デ
ィ
ミ
ト
ロ
フ
、
王
明
）
そ
し
て
中
共
の
三
者
の
対
応
の
異
同
と
変
化
、
関

辿
を
分
析
し
た
う
え
で
、
次
の
よ
う
な
評
価
を
下
し
て
い
る
。

「
事
実
上
、
西
北
大
連
合
お
よ
び
李
宗
仁
等
の
抗
日
要
求
を
支
持
す
る
と
い

ハ七

0
(
―
二
四
）



う
党
の
政
策
は
、
民
族
戦
争
を
発
展
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
を
主
要
な
出
発
点

と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
党
は
、
統
一
戦
線
を
局
部
か
ら
全
国
へ
と
推
し
広

げ
る
よ
う
努
力
し
た
。
し
か
し
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
『
第
七
回
大
会
』
が
、
わ

が
党
は
統
一
戦
線
を
樹
立
す
る
と
同
時
に
、
ソ
ビ
エ
ト
連
動
お
よ
び
ソ
ピ
エ

ト
革
命
戦
争
を
う
ち
固
め
、
拡
大
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
方
針
を
定

め
て
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
党
の
上
の
よ
う
な
努
力
は
、
成
果
を
見
る
の
は

困
難
で
あ
っ
た
。
実
践
は
、
こ
の
よ
う
な
方
針
は
中
国
内
の
和
乎
に
と
っ
て

不
利
で
あ
る
こ
と
、
国
内
戦
争
と
民
族
戦
争
の
方
針
は
両
立
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
と
い
う
こ
と
を
証
明
し
た
。

．．．．．． 

そ
こ
で
党
中
央
は
、
た
だ
ち
に
統
一
戦
線
工
作
の
工
作
上
の
頂
点
の
調
整

を
行
な
っ
た
」
（
九

0
頁）。

す
な
わ
ち
、
「
諮
賭
抗
日
」
さ
ら
に
「
逼
蒋
抗
日
」
へ
の
転
換
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
な
お
、
王
明
の
統
一
戦
線
論
に
関
し
て
は
、
田
中
仁
「
王
明
（
陳

紹
属
）
に
お
け
る
抗
日
民
族
統
一
戦
線
論
の
形
成
に
つ
い
て
」
（
『
史
学
研
究
』

一
五
八
号
、
八
三
年
二
月
）
参
照
。

(
1
7
)前
掲
呂
振
羽
の
回
想
に
よ
れ
ば
、
「
南
京
談
判
」
の
打
切
り
—
ー
呂
は
、

こ
れ
を
王
六
年
六
●
七
月
頃
と
し
て
い
る
ー
後
、
周
小
舟
が
再
度
南
京
に
や

っ
て
き
て
、
呂
か
ら
そ
れ
ま
で
の
交
渉
資
料
を
受
取
り
、
保
安
（
党
中
央
所
在

地
）
へ
戻
り
、
そ
の
交
渉
経
過
を
報
告
し
た
と
い
う
。
八
月
の
こ
と
で
あ
る
。

周
の
情
報
と
報
告
は
、
こ
の
「
関
於
今
後
戦
略
方
針
」
や
「
致
中
国
国
民
党

古
」
の
策
定
に
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
．

楊
論
文
は
、
「
由
＂
請
“
到
＂
逼
“
這
一
字
之
改
」
を
中
共
の
「
統
一
戦
線

問
題
上
の
独
立
自
主
思
想
」
の
あ
ら
わ
れ
と
位
匠
づ
け
て
い
る
（
九

0
1九
一

頁
）
。
な
お
同
論
文
は
、
「
関
於
今
後
戦
略
方
針
」
の
出
た
日
付
を
八
月
二
十

一
日
、
ま
た
、
い
わ
ゆ
る
「
周
恩
来
致
陳
立
夫
陳
果
夫
信
」
の
発
信
は
、
三
五

抗
日
民
族
統
一
戦
線
の
形
成
と
そ
の
特
徴
（
池
田
）

ハ七

年
九
月
一
日
で
は
な
く
、
一
二
六
年
九
月
一
日
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

(18)

こ
の
手
紙
に
つ
い
て
は
未
見
。

(19)

一
九
二
五
ー
ニ
七
年
の
国
共
合
作
下
の
反
帝
反
封
建
岡
争
。

(
2
0
)

周
・
張
会
談
に
つ
い
て
は
、
李
新
「
西
安
事
変
初
探
」
、
羅
瑞
卿
等
『
西

安
事
変
与
周
恩
来
同
志
』
（
人
民
出
版
社
、
七
八
年
）
、
李
裳
峰
『
西
安
事
変

史
実
』
（
映
西
人
民
出
版
社
、
八
一
年
）
、
張
学
良
「
西
安
事
件
懺
悔
録
・
摘
要
」

（
邦
訳
、
『
中
国
』
七
二
年
六
月
）
等
参
照
。

(
2
1
)

「
関
於
東
北
軍
工
作
的
指
導
原
則
」
（
三
六
年
六
月
二
十
日
）
に
つ
い
て

は
未
見
．

(22)

「
停
戦
協
定
」
（
三
六
年
九
月
十
八
日
）
に
つ
い
て
は
未
見
。

(
2
3
)

「
諸
櫻
抗
敵
宮
」
は
、
李
裳
峰
前
掲
一
八
ニ
ー
八
三
頁
に
見
え
る
。

(
2
4
)

中
共
と
楊
虎
城
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
米
暫
稼
『
楊
虎
城
博
』
（
映
西

人
民
出
版
社
、
七
九
年
）
が
詳
し
い
．

(
2
5
)

中
共
が
、
毛
沢
東
等
一
五
名
の
名
で
国
民
党
と
i

国
民
政
府
に
宛
て
打
っ

た
、
十
二
月
十
五
日
付
の
電
報
の
全
文
が
、
李
雲
峰
前
掲
の
な
か
に
見
え
る
。

そ
の
な
か
で
毛
沢
東
等
は
「
接
受
張
楊
二
氏
主
張
、
停
止
正
在
発
動
之
内
戦
、

罷
免
蒋
氏
、
交
付
国
人
裁
判
…
•
9
.」
（
二
八
0
頁
）
と
主
張
し
て
い
る
。

劉
昭
豪
「
中
国
共
産
党
制
定
抗
日
民
族
統
一
戦
線
策
略
的
演
変
」
（
『
復
印
報

刊
沢
料
中
国
現
代
史
』
八
二
年
第
九
期
、
原
載
『
湘
漑
大
学
社
会
科
学
学

報
』
八
二
年
第
二
期
）
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

「
西
安
事
変
発
生
後
、
党
中
央
と
毛
沢
東
は
、
初
め
か
ら
事
変
を
平
和
的

に
解
決
す
る
と
い
う
方
針
を
決
定
し
た
が
、
し
か
し
、
具
体
的
政
策
の
う
え

で
は
、
南
京
政
府
と
蒋
介
石
を
区
別
し
て
扱
っ
た
。
南
京
当
局
に
対
し
て
は
、

事
変
の
平
和
的
解
決
、
内
戦
の
停
止
、
国
共
合
作
、
共
に
国
難
に
赴
く
と
い

う
こ
と
を
希
望
し
た
が
、
他
方
で
は
、
南
京
当
局
が
、
蒋
介
石
と
訣
別
し
、

（
ー
ニ
五
）



立
命
館
法
学

『
蒋
氏
を
罷
免
し
て
、
国
人
に
引
渡
し
裁
判
に
か
け
る
』
、
す
な
わ
ち
、
蒋

介
石
を
公
開
裁
判
に
か
け
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
た
。
問
も
な
く
し
て
、
党

は
、
蒋
介
石
に
対
す
る
各
方
面
の
態
度
、
蒋
を
釈
放
す
る
か
否
か
が
事
変
の

平
和
的
解
決
の
カ
ギ
と
な
っ
た
こ
と
を
考
應
す
る
や
、
た
だ
ち
に
決
定
を
転

換
し
、
十
二
月
十
八
日
南
京
政
府
に
電
報
を
打
ち
、
事
変
の
平
和
的
解
決
の

た
め
の
五
条
件
を
提
起
す
る
と
と
も
に
…
…
」
（
九
八
1
九
九
頁
）
．

こ
れ
は
、
西
安
事
変
に
お
け
る
中
共
の
対
応
に
関
す
る
典
味
深
い
説
明
で
あ

る。
な
お
、
西
安
事
変
に
関
す
る
沢
料
と
し
て
は
、
張
学
良
、
楊
虎
城
お
よ
び
蒋

介
石
ら
国
民
党
側
関
係
者
の
発
し
た
需
報
等
五
0
余
件
が
、
「
西
安
事
変
椛
案

資
料
選
渠
」
と
し
て
『
歴
史
描
案
』
（
八
一
年
第
一
期
）
に
、
周
恩
来
が
発
し

た
咀
報
三
本
が
「
関
於
西
安
事
変
的
三
個
電
報
（
一
九
三
六
年
十
二
月
）
」
と
題

し
て
中
共
中
央
文
献
編
輯
委
員
会
編
『
周
恩
来
選
躾
』
上
（
人
民
出
版
社
、
八

0
年
）
に
収
録
、
公
表
さ
れ
た
。
し
か
し
、
保
安
か
ら
発
せ
ら
れ
た
多
く
の
両

報
の
う
ち
、
こ
れ
ま
で
に
知
ら
れ
て
い
た
の
は
十
九
日
付
の
「
中
共
関
於
和
平

解
決
西
安
事
変
的
通
電
」
の
み
で
あ
り
、
先
の
毛
沢
東
等
の
十
五
日
付
電
報
は

初
め
て
の
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
十
八
日
付
冗
報
も
、
一
部
で
は
あ
れ
本
論
文

て
初
め
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

応
徳
田
『
張
学
良
与
西
安
事
変
』
（
八
0
年
）
、
姜
克
夫
等
編
『
西
安
事
変
沢

料
』
第
一
、
二
輯
（
人
民
出
版
社
、
八
0
1
八
一
年
）
に
つ
い
て
は
未
見
。

(26)

西
安
事
変
に
お
け
る
ソ
述
や
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
種
々

の
議
論
の
あ
る
所
で
あ
る
が
、
十
二
月
十
三
日
1
十
四
日
頃
保
安
に
屈
い
た
と

さ
れ
る
、
い
わ
ゆ
る
「
ス
ク
ー
リ
ン
電
報
」
に
つ
い
て
は
未
見
。
な
お
、
楊
奎

松
論
文
に
は
、
「
共
産
国
際
十
二
月
十
六
日
的
指
示
」
（
九
三
頁
）
と
い
う
記

述
が
見
え
る
。

一
九
八
二
年
五
・
六
号

(
2
7
)

西
安
事
変
の
「
六
項
目
主
張
」
か
ら
、
三
中
全
会
に
対
す
る
「
通
電
」
の

問
に
は
、
張
学
良
の
軟
禁
‘
―
―
一
七
年
二
月
二
日
の
、
東
北
軍
少
壮
将
校
孫
銘
九

ら
に
よ
る
王
以
哲
殺
害
事
件
（
ニ
・
ニ
事
件
）
、
中
央
軍
の
西
安
進
駐
（
二
月

八
日
）
等
の
事
件
が
介
在
し
て
い
る
。
紅
軍
・
西
北
軍
・
東
北
軍
の
「
三
位
一

体」
1
1

「
西
北
大
連
合
」
樅
想
か
ら
「
国
共
合
作
」
へ
の
転
換
の
過
程
に
つ
い

て
は
、
今
後
い
っ
そ
う
の
究
明
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

(
2
8
)

「
恢
復
孫
中
山
手
訂
聯
俄
聯
共
扶
助
エ
提
三
大
政
策
案
」
。
そ
の
一
部
は
、

李
裳
峰
前
掲
三
七
二
頁
参
照
。

(
2
9
)

「
関
於
根
絶
赤
禍
之
決
議
案
」
。
同
決
議
は
、
中
共
の
「
四
項
目
の
保
証
」

を
「
最
低
限
度
の
弁
法
」
と
し
て
受
け
と
め
つ
つ
も
、
他
方
「
五
項
目
の
要

求
」
に
対
し
て
は
「
刺
共
停
止
」
を
い
う
の
み
で
、
「
開
放
言
論
」
、
「
第
中
人

材
」
、
「
赦
免
政
治
犯
」
に
つ
い
て
は
、
閉
会
後
の
二
月
二
十
四
日
の
「
蒋
談

話
」
の
中
で
言
及
す
る
と
い
う
形
式
を
と
っ
た
（
王
健
民
『
中
国
共
産
党
史

税
』
第
三
編
延
安
時
期
、
中
文
図
甚
供
応
社
、
七
四
ー
七
五
年
‘
1
0
三
ー

1
0
七
頁
）
。

(
3
0
)

国
民
党
三
中
全
会
に
対
す
る
中
共
側
の
見
解
と
し
て
は
、
毛
沢
東
「
関
於

中
日
問
題
及
西
安
事
変
的
談
話
」
（
三
七
年
三
月
一
日
、
『
毛
沢
東
北
』
5
)
、

詞
「
中
国
抗
日
民
族
統
一
戦
線
在
目
前
階
段
的
任
務
（
四
月
十

H
、
在
延
安
共

産
党
活
動
伶
子
会
報
告
提
綱
）
」
（
三
七
年
四
月
十
日
、
『
党
史
狩
料
秘
』
8
)
、

「
中
共
中
央
告
全
党
同
志
因
ー
~
為
登
固
国
内
和
乎
、
争
取
民
主
権
利
実
現
対

H
抗
戦
而
闘
争
」
（
三
七
年
四
月
十
五
日
、
同
前
）
、
毛
沢
東
「
中
国
抗
日
民
族

統
一
戦
線
在
目
前
階
段
的
任
務
」
（
三
七
年
五
月
三
日
、
『
毛
沢
東
躯
』

5
)

芍
参
照
。

ッ
し
ュ
し

(31)

正
式
に
は
「
枇
区
党
代
表
会
談
」
て
、
期
間
は
、
三
七
年
五
月
二
日
1
+

四
IJ
（
中
共
中
央
党
校
党
史
教
研
室
衣
料
組
編
写
『
中
国
共
産
党
歴
次
頂
要
会

六
七

(
―
二
六
）



議
梨
』
上
、
上
海
人
民
出
版
社
、
八
二
年
、
一
九
四

1
九
九
頁
）
。

(
3
2
)

こ
の
一
連
の
「
交
渉
」
（
談
判
）
に
つ
い
て
は
、
『
周
恩
来
選
熱
』
上
、
四

一
六
頁
、
注
三

0
四
、
韓
栄
璃
・
張
日
新
「
周
恩
来
与
抗
日
民
族
統
一
戦
線
的

形
成
」
（
『
復
印
報
刊
資
料
中
国
現
代
史
』
八
一
年
第
四
期
、
原
載
『
北
京
師

範
大
学
学
報
』
八
一
年
第
一
期
）
、
魏
宏
運
主
編
『
中
国
現
代
史
稿
一
九
一

九
ー
一
九
四
九
』
下
（
黒
竜
江
人
民
出
版
社
、
八
一
年
、
一
―

-
I
一
四
頁
）
に

も
説
明
が
あ
る
．

『
周
恩
来
選
集
』
の
注
に
よ
れ
ば
、
第
一
回
は
、
三
七
年
二
月
1
三
月
中

旬
、
西
安
、
中
共
側
1
1
周
恩
来
、
葉
剣
英
、
国
民
党
側
1
1
顧
祝
同
、
賀
衷
寒
、

張
沖
、
第
二
回
は
、
三
月
、
杭
州
、
周
恩
来
と
蒋
介
石
、
第
三
回
は
、
六
月
、

鷹
山
（
江
西
省
）
、
周
恩
来
と
豚
介
石
、
宋
子
文
、
第
四
回
は
、
七
月
、
鷹
山
、

中
共
側
1
1
周
恩
来
、
博
古
、
林
伯
渠
、
国
民
党
1
1
膊
介
石
、
郡
力
子
、
張
沖
、

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
な
お
、
魏
宏
運
前
掲
密
(

1

1

一
頁
）
に
よ
れ
ば
、
九

月
下
旬
の
孔
祥
熙
邸
で
の
会
談
に
は
、
中
共
側
か
ら
は
、
周
恩
来
、
朱
徳
、
葉

剣
英
、
博
古
、
国
民
党
側
か
ら
は
、
蒋
介
石
、
張
沖
、
康
沢
が
出
席
し
た
と
あ

る．

(
3
3
)

正
規
軍
で
は
な
い
が
民
兵
と
も
異
な
り
、
生
産
か
ら
離
脱
な
い
し
半
ば
離

脱
し
た
、
主
と
し
て
地
主
の
武
装
組
織
と
闘
う
こ
と
を
任
務
と
し
た
武
装
組

織
。
こ
こ
で
は
、
遊
撃
隊
を
指
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
保
安
隊
は
、
国
民
政

府
の
地
方
武
装
、
民
団
は
地
主
の
武
装
組
織
。
地
方
紅
軍
の
保
安
隊
、
民
団
へ

の
改
編
は
、
紅
軍
の
国
民
革
命
軍
へ
の
改
編
に
対
応
し
た
も
の
で
、
主
と
し
て

名
称
上
の
問
題
で
あ
っ
た
ろ
う
。

(
3
4
)

政
治
訓
練
処
は
、
三
七
年
八
月
の
改
編
時
、
各
師
、
各
旅
に
腟
か
れ
た

が
、
早
く
も
十
月
に
、
中
共
中
央
の
指
令
に
よ
り
、
政
治
委
員
制
度
の
復
活
と

政
治
訓
練
処
の
政
治
部
へ
の
改
称
が
な
さ
れ
た
（
中
国
人
民
革
命
軍
事
博
物
館

抗
日
民
族
統
一
戦
線
の
形
成
と
そ
の
特
徴
（
池
田
）

六
七
―
―
-
（
ー
ニ
七
）

編
『
中
国
人
民
革
命
戦
争
地
図
選
』
地
図
出
版
社
、
八
一
年
、
三

0
頁
）
。
元

の
制
度
へ
の
復
帰
を
「
三
八
年
春
」
（
『
彩
徳
恢
自
述
』
人
民
出
版
社
、
八
一

年
、
ニ
ニ
七
頁
）
と
す
る
も
の
も
あ
る
。

な
お
、
郭
華
倫
は
、
洛
川
会
議
に
お
い
て
、
政
治
委
員
は
韻
首
長
あ
る
い
は

政
治
部
主
任
、
政
治
部
は
政
治
訓
練
処
あ
る
い
は
政
治
訓
練
室
へ
と
改
称
さ
れ

た
も
の
と
し
て
い
る
（
『
中
共
史
論
』
第
三
冊
、
国
立
政
治
大
学
国
際
関
係
研

●

9
9
,
 

究
中
心
・
東
亜
研
究
所
、
七
八
年
、
ニ
―
―

10頁）．

(
3
5
)

『
周
恩
来
選
集
』
上
で
は
、
次
の
よ
う
に
祖
か
れ
て
い
る
。

「
わ
れ
わ
れ
は
、
諸
政
党
に
合
法
的
地
位
を
あ
た
え
よ
、
諸
政
党
の
同
盟

を
樹
立
せ
よ
、
と
要
求
し
た
が
、
豚
介
石
は
第
一
次
の
鷹
山
談
話
会
で
、

『
毛
、
朱
両
氏
に
外
遊
し
て
も
ら
う
』
な
ど
と
う
そ
ぶ
い
た
。
見
た
ま
え
、

か
れ
の
腹
の
な
か
は
、
こ
ん
な
も
の
で
あ
る
．
わ
れ
わ
れ
が
誠
実
な
態
度
で

交
渉
に
臨
ん
で
い
る
の
に
、
蒋
介
石
は
か
つ
て
楊
虎
城
を
国
外
に
追
い
は
ら

っ
た
の
と

M
じ
ゃ
り
方
で
あ
し
ら
お
う
と
し
て
い
る
の
だ
」
（
一
九
五
頁
、

邦
訳
、
外
交
出
版
社
、
二
九

0
1九
一
頁
）
。
ま
た
、
韓
栄
茄
・
張
日
新
前

掲
で
は
、
「
蒋
介
石
は
・
・
・
・
・
・
荒
肝
無
栴
に
も
、
毛
沢
東
、
朱
徳
は
紅
軍
を
離
れ
て
外

遊
せ
よ
、
と
い
っ
た
無
理
な
要
求
を
持
ち
出
し
た
」
(
-
五
頁
）
。

西
安
事
変
後
、
三
七
年
四
月
楊
虎
城
は
、
西
安
綬
硝
公
署
主
任
と
一
七
蹄
軍

（
西
北
軍
）
総
指
揮
の
職
を
解
か
れ
、
六
月
、
国
民
政
府
軍
事
委
且
会
の
命
に

よ
り
「
欧
米
軍
事
祝
察
窮
貝
」
と
し
て
「
外
遊
」
さ
せ
ら
れ
、
十
一
月
に
帰
国

す
る
や
南
昌
（
江
西
省
）
で
逮
捕
、
投
紋
、
四
九
年
九
月
、
煎
慶
の
中
米
合
作

所
（
兆
中
営
）
で
殺
害
さ
れ
た
（
前
掲
『
楊
虎
城
偲
』
）
。

(
3
6
)

七
月
十
四
日
の
紅
軍
改
編
の
公
布
、
八
月
十
八
日
の
国
民
党
の
同
意
、
八

月
二
十
九
日
の
党
内
記
処
の
決
定
等
に
関
し
て
は
不
詳
。



立
命
館
法
学

(37)

一
二
七
年
八
月
二
十
二

H
I
二
十
五
日
、
欣
西
省
北
部
の
洛
川
県
渇
家
村

（
当
時
の
紅
軍
指
揮
部
所
在
地
）
に
お
い
て
、
中
共
中
央
政
治
局
拡
大
会
談
が

開
か
れ
た
。
毛
沢
東
は
、
政
治
局
を
代
表
し
て
「
軍
事
問
題
と
国
共
両
党
関
係

問
題
の
報
告
」
を
行
な
い
、
会
議
で
は
、
「
中
央
関
於
目
前
形
勢
与
党
的
任
務

的
決
定
」
、
「
抗
日
救
国
十
大
綱
領
」
お
よ
び
「
為
動
員
一
切
力
量
争
取
抗
戦
勝

利
而
闘
争
」
と
い
う
決
議
を
採
択
し
た
。
ま
た
、
中
央
革
命
軍
事
委
員
会
を
改

組
し
て
一
―
名
と
し
、
毛
沢
東
を
田
記
、
朱
徳
、
周
恩
来
を
副
困
記
に
選
出
し

た
（
前
掲
『
中
国
共
産
党
歴
次
璽
要
会
議
媒
』
上
、

1
1
0
0
-
二
0
五
頁
）
．

な
お
、
国
民
党
側
か
ら
の
、
こ
の
洛
川
会
議
に
対
す
る
見
解
と
し
て
は
、
郭

華
倫
前
掲
が
詳
し
い
。

(38)

中
共
中
央
革
命
軍
事
委
員
会
華
北
分
会
の
こ
と
。
朱
徳
が
内
記
、
彰
徳
懐

が
副
古
記
で
、
華
北
の
日
本
軍
後
方
の
最
邸
軍
事
指
渫
機
関
（
『
彩
徳
恢
自
述
」
l

二
九
七
頁
、
注
五
八
）
．

(
3
9
)

後
に
周
恩
来
は
、
八
路
軍
と
第
一
八
集
団
軍
の
呼
称
上
の
問
題
に
つ
い

て
、
国
民
党
側
の
意
図
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

国
民
党
蒋
介
石
は
「
も
は
や
八
路
軍
と
称
し
て
は
な
ら
ず
、
一
八
集
団
軍

と
称
す
べ
き
で
あ
る
〔
と
い
っ
て
い
る
ー
訳
者
〕
。
こ
れ
は
ど
う
い
う
脊

味
な
の
か
．
八
路
軍
は
平
時
の
軍
隊
編
成
で
あ
り
、
平
時
に
も
存
在
す
る
。

と
こ
ろ
が
、
一
八
染
団
軍
は
、
抗
戦
期
の
軍
隊
編
成
で
あ
り
、
戦
時
編
制
で

あ
る
か
ら
、
戦
後
に
は
廃
止
で
き
る
わ
け
だ
。
ね
ら
い
は
こ
こ
に
あ
る
」

（
周
恩
来
選
集
』
上
、
一
九
九
頁
、
邦
訳
、
外
文
出
版
社
、
二
九
七
頁
）
。

(40)

ソ
ビ
エ
ト
革
命
時
期
の
ソ
区
で
は
、
労
慟
者
、
嚢
民
な
ど
「
勤
労
大
衆
」

と
紅
軍
兵
士
以
外
に
は
、
選
挙
権
・
被
選
挙
権
は
な
か
っ
た
。
「
普
選
」
で

は
、
漢
奸
や
ト
ロ
ツ
キ
ー
派
以
外
の
人
び
と
、
し
た
が
っ
て
地
主
・
抒
本
家
も

選
挙
権
・
被
選
挙
権
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
。

一
九
八
二
年
五
・
六
号

狭
区
で
の
第
一
回
「
普
選
」
は
、
三
七
年
七
月
に
開
始
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
り

「
郷
、
区
、
県
、
辺
区
の
議
会
と
政
府
が
成
立
し
た
」
（
米
世
同
・
劉
燈
「
抗

日
戦
争
時
期
狭
甘
寧
辺
区
的
政
権
建
設
」
『
後
印
報
刊
沢
料
中
国
現
代
史
』

八
一
年
第
八
期
、
六
七
頁
、
原
城
『
延
安
大
学
学
報
』
八
一
年
第
一
期
）
．

(
4
1
)

米
世
同
・
劉
燈
前
掲
で
は
、
ニ
―
―
―
県
、
総
面
苗
は
一
1

一
万
九
六

0
0平
方

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
人
ロ
ニ
百
万
と
し
て
い
る
。

(42)

原
文
は
「
他
反
対
提
国
共
合
作
、
要
我
刑
提
共
産
党
与
他
合
作
、
故
也
反

対
党
内
合
作
形
式
」
と
な
っ
て
い
る
。

(
4
3
)

こ
の
点
に
関
す
る
中
共
と
し
て
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
毛
沢
東
「
国
共
合

作
成
立
後
的
迫
切
任
務
」
(
-
―
ヱ
七
年
九
月
二
十
九
日
、
『
毛
沢
束
選
組
』
第
二

巻
）
参
照
。
ま
た
、
こ
の
時
期
の
遊
蛇
戦
の
進
め
方
に
つ
い
て
の
方
針
に
関
し

て
は
、
前
掲
の
洛
川
会
議
に
関
す
る
語
文
献
と
と
も
に
「
毛
沢
東
同
志
在
抗
日

戦
争
初
期
関
於
堅
持
独
立
自
主
的
遊
撃
戦
争
的
五
個
箭
報
」
（
『
人
民
日
報
』
八

一
年
七
月
七
H
)、
陳
庶
「
抗
戦
初
期
華
北
我
軍
戦
略
方
針
探
討
」
（
『
近
代
史

研
究
』
八
二
年
第
一
期
）
、
『
彰
徳
恢
自
述
』
等
が
参
考
に
な
る
。

(
4
4
)

毛
沢
東
は
、
六
期
六
中
全
会
（
三
八
年
九
月
1
十
一
月
）
の
報
告
「
論
新

階
段
」
の
な
か
で
「
中
国
抗
日
民
族
統
一
戦
線
的
特
点
」
と
し
て
「
全
民
族
抗
日

的
、
長
期
性
的
、
不
平
衡
性
的
、
有
軍
隊
的
、
有
十
五
年
経
験
的
、
大
多
数
民

衆
尚
無
組
織
的
、
三
民
主
義
的
、
処
於
新
的
国
際
哀
境
中
的
」
（
『
毛
沢
東
梃
』

6
、
二

0
三
頁
）
の
八
点
を
あ
げ
て
い
た
。

(
4
5
)

第
一
回
は
、
三
九
年
十
二
月
1
四
0
年
三
月
、
第
二
回
は
四

0
年
十
月

2

四
一
年
＿
―
-
月
、
第
三
回
は
四
三
年
三
月
1
十
月
。

(
4
6
)

一
九
二
三
年
二
月
七
日
、
京
漠
鉄
道
労
励
者
に
よ
る
ス
ト
ラ
イ
キ
、
匝
隷

系
軍
閥
呉
侃
享
に
よ
っ
て
大
弾
庄
を
受
け
た
（
「
ニ
・
七
惨
案
」
）
。

（
打
）
孫
文
の
三
民
主
義
を
、
時
期
と
内
容
に
よ
っ
て
二
分
し
、
二
四
年
一
月
の

ハ
七
四

(11
一八）



抗
日
民
族
統
一
戦
線
の
形
成
と
そ
の
特
徴
（
池
田
）

「
国
民
党
一
全
大
会
宜
言
」
、
二
五
年
三
月
の
「
遣
嘱
」
の
な
か
に
集
中
的
に

表
現
さ
れ
て
い
る
孫
文
の
考
え
を
「
新
三
民
主
義
」
、
一
九

0
五
年
八
月
の
「
同

盟
会
軍
政
府
宜
言
」
に
代
表
さ
れ
る
そ
れ
以
前
の
も
の
を
「
旧
三
民
主
義
」
と

称
す
．
「
新
三
民
主
義
」
の
内
容
は
、
「
連
ソ
・
連
共
・
扶
助
農
エ
」
の
三
大

政
策
と
も
言
わ
れ
、
「
革
命
的
三
民
主
義
」
と
同
一
で
あ
る
。

「
旧
一
ー
一
民
主
義
」
、
「
新
三
民
主
義
」
と
い
う
概
念
は
、
「
旧
民
主
主
義
革

命
」
、
「
新
民
主
主
義
革
命
」
と
い
う
概
念
の
創
出
に
と
も
な
っ
て
使
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
も
の
で
、
具
体
的
に
は
、
毛
沢
東
「
中
国
革
命
和
中
国
共
産
党
」

（
三
九
年
十
二
月
）
、
「
新
民
主
主
義
論
」
（
四

0
年
一
月
）
参
照
。

(
4
8
)

国
民
党
の
青
年
組
織
で
、
三
八
年
七
月
、
蒋
介
石
を
団
長
、
陳
誠
を
書
記

長
と
し
て
結
成
さ
れ
た
。
四
七
年
九
月
、
国
民
党
に
吸
収
さ
れ
る
。

(
4
9
)

国
民
参
政
会
は
、
国
民
党
臨
時
全
国
代
表
大
会
で
採
択
さ
れ
た
「
抗
戦
建

国
綱
領
」
（
三
八
年
四
月
）
に
基
づ
き
公
布
さ
れ
た
「
国
民
参
政
会
組
織
条

例
」
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
も
の
で
、
第
一
期
第
一
回
大
会
は
、
三
八
年
七
月

に
漢
口
で
開
か
れ
、
抗
日
戦
争
中
は
第
四
期
第
一
回
大
会
（
四
五
年
六
月
、
重

慶
）
ま
で
‘
―
一
回
開
か
れ
た
。
国
共
両
党
代
表
だ
け
で
な
く
、
救
国
会
系
の

人
び
と
も
含
み
、
そ
の
点
で
全
国
の
諸
党
派
の
代
表
に
よ
る
大
会
と
い
う
性
格

を
一
面
で
有
し
た
が
、
国
民
政
府
に
対
す
る
諮
問
機
関
の
域
を
出
ず
、
そ
の
決

定
も
、
国
民
政
府
に
よ
っ
て
ほ
と
ん
ど
が
無
視
さ
れ
た
。

参
議
会
は
、
国
民
党
地
区
で
は
ほ
と
ん
ど
機
能
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
解
放

区
で
は
、
国
民
政
府
の
制
定
し
た
条
例
に
依
拠
し
な
が
ら
、
辺
区
、
県
、
区
、

郷
の
各
級
に
参
議
会
が
設
け
ら
れ
、
民
意
機
関
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
し

た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
中
国
社
会
科
学
院
法
学
研
究
所
（
韓
延
竜
・
常
兆

儒
）
編
『
中
国
新
民
主
主
義
革
命
時
期
根
拠
地
法
制
文
献
選
編
』
第
二
巻
（
中

国
社
会
科
学
出
版
社
、
八
一
年
）
、
福
島
正
夫
『
中
国
の
人
民
民
主
政
権
』
（
東

六
七
五

京
大
学
出
版
会
、
六
五
年
）
等
参
照
。

(50)

こ
こ
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
「
国
共
両
党
抗
日
救
国
協
定
草
案
」
等
に
つ
い

て
は
未
見
。

(
5
1
)

「
蒋
介
石
の
三
民
主
義
」
、
「
注
精
衛
の
三
民
主
義
」
に
対
す
る
毛
沢
東
の

批
判
と
し
て
は
、
前
掲
「
新
民
主
主
義
論
」
お
よ
び
「
質
問
国
民
党
」
（
四
三

年
七
月
十
二
日
）
等
参
照
。
ま
た
、
抗
日
戦
争
時
期
賭
介
石
の
代
表
作
（
実
は

陶
希
聖
の
作
と
い
わ
れ
る
）
『
中
国
之
命
運
』
（
四
三
年
一
＿
一
月
）
に
対
す
る
全

面
的
な
批
判
と
し
て
は
、
陳
伯
達
「
評
『
中
国
之
命
運
』
」
（
『
解
放
日
報
』
四

＝
一
年
七
月
一
―
-
+
―
日
、
『
党
史
資
料
集
』

11)
が
あ
る
。

他
方
、
中
国
共
産
党
の
三
民
主
義
評
価
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、
池
田
誠
「
第

二
次
国
共
合
作
と
孫
文
理
論
の
《
復
権
〉
ー
~
中
国
共
産
党
に
お
け
る
孫
文
理

論
の
再
評
価
」
（
『
立
命
館
法
学
』
七
一
＿
一
年
第
五
、
六
号
）
、
安
井
三
吉
「
『
新

民
主
主
義
革
命
論
』
形
成
上
の
諸
問
題
」
（
『
歴
史
科
学
』
七
四
年
五
月
）
、
藤

井
昇
三
「
一
九
一
―

-0
年
代
の
中
国
共
産
党
と
三
民
主
義
ー
一
九
三
七
年
ま

で
」
（
同
編
『
一
九
一
―

-0
年
代
中
国
の
研
究
』
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
、
七
五

年
）
等
参
照
。

(
5
2
)

こ
の
点
に
つ
い
て
、
『
劉
少
奇
選
集
』
上
の
注
一
七
一
（
四
五
六
頁
）
は
、
．

次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

「
一
九
三
七
年
十
二
月
九
日
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
駐
在
中
共
代
表
の
資
格

で
、
中
共
中
央
政
治
局
に
対
す
る
活
動
報
告
を
行
な
っ
た
際
、
王
明
は
I
I
す

べ
て
は
抗
日
の
た
め
に
、
す
べ
て
は
抗
日
民
族
統
一
戦
線
を
通
じ
て
、
す
ぺ

て
は
抗
日
に
従
ぇ
“
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
提
出
し
た
。
彼
の
統
一
戦
線
に

対
す
る
主
張
と
、
こ
の
主
張
に
基
づ
い
て
と
っ
た
行
動
は
、
の
ち
に
I
I
す
べ

て
は
統
一
戦
線
を
通
じ
て
“
‘
I
I
す
ぺ
て
は
統
一
戦
線
に
従
え
I
I
と
概
括
さ

れ
た
。
実
践
は
こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
誤
っ
て
い
た
こ
と
を
証
明
し
た
。
一
九

（
ー
ニ
九
）



三
八
年
十
月
、
党
の
六
期
六
中
全
会
に
お
い
て
、
こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
批
判

さ
れ
、
是
正
さ
れ
た
。
」

な
お
王
明
は
、
「
為
独
立
自
由
幸
福
的
中
国
而
奮
闘
」
（
三
六
年
八
月
）
の

な
か
で
、
フ
ラ
ン
ス
共
産
党
が
人
民
戦
線
に
お
い
て
提
起
し
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
と

し
て
「
一
切
為
人
民
戦
線
和
一
切
経
過
人
民
戦
線
」
を
例
示
し
て
い
た
（
本
庄

比
佐
子
絹
『
王
明
選
集
』
第
四
巻
、
汲
古
雹
院
、
七
四
年
、
・
三
二
頁
）
。
周
恩

来
か
王
明
か
、
そ
の
策
者
に
つ
い
て
は
、
な
お
不
確
定
と
さ
れ
て
い
る
が
、
「
目

前
抗
戦
与
堅
持
長
期
抗
戦
的
任
務
I

十
二
月
十
七
日
在
西
安
各
団
体
代
表
談

話
会
上
（
到
三
百
多
人
）
的
報
告
大
〔
網

]I」
(
『
群
衆
』
〈
漠
口
〉
第
一
巻

第
三
期
一
九
三
七
年
十
二
月
二
十
五
日
）
に
は
、
「
抗
日
は
す
ぺ
て
に
優
先

し
、
す
べ
て
は
抗
日
に
服
従
す
る
。
す
べ
て
は
抗
日
統
一
戦
線
の
た
め
に
、
す

べ
て
は
抗
日
統
一
戦
線
を
通
じ
て
」
（
『
党
史
資
料
集
』

9

二
七
頁
）
と
い
う

文
言
が
見
え
る
。

〔
付
記
〕
初
校
返
却
後
、
李
良
志
氏
よ
り
、
か
ね
て
私
た
ち
が
提
出
し
て

い
た
若
干
の
疑
問
点
に
対
す
る
回
答
と
関
係
文
件
を
頂
く
こ
と
が
で
き
た
。

そ
れ
ら
に
基
づ
い
て
、
初
稿
に
一
、
二
の
訂
正
を
加
え
た
が
、
な
お
以
下

に
若
干
の
補
足
と
訂
正
を
し
て
お
き
た
い
。

①
楊
奎
松
氏
は
、
李
氏
の
教
え
子
で
、
一
九
八
一
年
、
人
民
大
学
党
史
系
卒
．

「
関
於
今
後
戦
略
方
針
」
の
出
さ
れ
た
日
付
は
、
八
月
十
二
日
が
正
し
く
、
楊

論
文
の
「
八
月
二
十
一
日
」
と
い
う
の
は
誤
植
で
あ
ろ
う
。
〈
訳
注
(
1
7
)

参
照
〉

②
「
中
国
人
民
対
日
作
戦
の
基
本
網
領
」
は
、
コ
ミ
ソ
テ
ル
ソ
駐
在
の
中
共
代

表
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
、
中
国
内
に
送
ら
れ
、
宋
度
齢
等
の
署
名
を
得
て
公
表

立
命
館
法
学

一
九
八
二
年
五
・
六
号

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
〈
訳
注
(

5

)

参
照
〉

③
「
瓦
窒
堡
会
議
」
の
参
加
者
の
・
う
ち
「
彰
徳
懐
」
は
除
く
。

下
段
、
十
行
目
）

④
「
地
方
紅
軍
」
と
は
、
欧
西
省
北
部
に
い
た
旧
劉
志
丹
・
謝
子
長
軍
等
の
こ

と
。
遊
撃
隊
と
い
っ
て
も
可
。
〈
訳
注
(
3
3
)
参
照
〉

⑤
「
東
方
形
式
」
は
「
東
方
手
続
」
と
改
め
る
。
(
-
―
八
頁
、
下
段
、
後
か

ら
一
行
目
）

⑥
「
関
於
若
干
歴
史
問
題
的
決
議
」
が
、
九
•
一
八
事
変
以
降
の
統
一
戦
線
工

作
に
つ
い
て
、
王
明
ー
ー
極
左
路
線
の
代
表
、
毛
沢
東
＇
~
正
し
い
路
線
の
代

表
と
し
て
い
る
の
は
、
単
純
化
し
す
ぎ
て
い
て
正
確
で
は
な
い
。

A

1
0四
頁

お
よ
び
訳
注
(

1

)

〉

六
七
六
(
-
―
―

10)

(
1
0五
頁
、


	20200629102056_ページ_01_1L
	20200629102056_ページ_02_2R
	20200629102056_ページ_02_1L
	20200629102056_ページ_03_2R
	20200629102056_ページ_03_1L
	20200629102056_ページ_04_2R
	20200629102056_ページ_04_1L
	20200629102056_ページ_05_2R
	20200629102056_ページ_05_1L
	20200629102056_ページ_06_2R
	20200629102056_ページ_06_1L
	20200629102056_ページ_07_2R
	20200629102056_ページ_07_1L
	20200629102056_ページ_08_2R
	20200629102056_ページ_08_1L
	20200629102056_ページ_09_2R
	20200629102056_ページ_09_1L
	20200629102056_ページ_10_2R
	20200629102056_ページ_10_1L
	20200629102056_ページ_11_2R
	20200629102056_ページ_11_1L
	20200629102056_ページ_12_2R
	20200629102056_ページ_12_1L
	20200629102056_ページ_13_2R
	20200629102056_ページ_13_1L
	20200629102056_ページ_14_2R
	20200629102056_ページ_14_1L
	20200629102056_ページ_15_2R
	20200629102056_ページ_15_1L
	20200629102056_ページ_16_2R
	20200629102056_ページ_16_1L
	20200629102056_ページ_17_2R

